
第
７
章

台
湾
環い

っ
し
ゅ
う

島
バ
イ
ク
紀
行

高雄駅前から台湾一周の
ツーリングに出発する筆者

バイクオヤジ入門.indd   1バイクオヤジ入門.indd   1 2009/03/02   0:33:062009/03/02   0:33:06



第７章　台湾環島バイク紀行

3 22

　

バ
イ
ク
に
乗
り
始
め
て
、
そ
ろ
そ
ろ
一
年
に
な
る
。

　

遅
れ
て
乗
り
始
め
た
僕
に
は
、
バ
イ
ク
を
楽
し
め
る
時
間
が
、
冷
静
に
考
え
て
二
十
数
年
く
ら
い
し
か

な
い
。
だ
か
ら
自
分
な
り
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
バ
イ
ク
で
遊
ぶ
計
画
を
立
て
、
積
極
的
に
実
行
し
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
焦
り
は
禁
物
だ
が
。

　

中
で
も
、
一
年
目
を
締
め
く
く
る
小
冒
険
が
、
今
年
（
二
〇
〇
九
年
）
二
月
に
敢
行
し
た
「
台
湾
環
島

ツ
ー
リ
ン
グ
」
だ
。「
環
島
」
は
台
湾
で
よ
く
使
う
言
葉
で
、
台
湾
島
一
周
の
こ
と
。
ぜ
い
た
く
な
遊
び

の
よ
う
だ
が
、親
子
三
人
で
正
月
を
箱
根
で
過
ご
す
よ
り
も
安
上
が
り
だ
っ
た（
妻
子
は
そ
の
方
が
よ
か
っ

た
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
が
）。
バ
イ
ク
乗
り
の
楽
し
み
の
豪
華
さ
、
ぜ
い
た
く
さ
は
、
か
け
る
費
用
と

は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。
そ
れ
は
ぜ
い
た
く
な
「
時
間
の
使
い
方
」
に
よ
る
の
だ
。

■
ぼ
く
は
「
哈ハ
ー
タ
イ台

族
」

　

も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
は
は
じ
め
て
だ
。
普
通
二
輪
に
飽
き
た
ら
ず
大
型
二
輪
に
乗
り
換

え
た
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
計
画
は
つ
ね
に
念
頭
に
あ
っ
た
。

「
な
ぜ
台
湾
な
ん
だ
？
」

　

と
聞
く
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
や
、
イ
タ
リ
ア
や
、
映
画
『
イ
ー
ジ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
』
よ
ろ
し
く

ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
も
い
い
し
、
若
き
日
の
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
を
偲
ん
で
南
米
大
陸
縦
断
で
も
い
い
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
ら
も
い
つ
か
は
や
っ
て
み
た
い
が
、
費
用
も
か
か
る
し
、
特
に
後
の
二
つ
を
や
る
に
は
、
仕
事
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を
辞
め
る
く
ら
い
の
覚
悟
が
い
る
。
そ
れ
は
や
や
バ
イ
ク
小
僧
的
だ
。

　

そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
台
湾
は
一
見
地
味
だ
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
に
ま
だ
日
本
人
で
や
っ
た

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
も
、
僕
は
知
っ
て
い
る
。
も
っ
と
身
近
な
理
由
を
挙
げ
れ
ば
、
近
く
て
安
く

て
気
軽
に
行
け
、
山
あ
り
海
あ
り
風
光
明
媚
、
お
ま
け
に
食
べ
物
が
世
界
一
う
ま
い
と
き
て
い
る
…
…
ど

う
で
す
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
気
に
な
り
ま
し
た
？

　

ま
あ
、
も
っ
た
い
を
つ
け
る
ま
で
も
な
く
、
僕
は
心
底
か
ら
台
湾
が
好
き
な
の
だ
。
台
湾
で
は
い
ま
、

伝
統
・
サ
ブ
カ
ル
ひ
っ
く
る
め
て
の
日
本
文
化
に
ハ
マ
っ
て
い
る
若
者
が
多
く
、
彼
ら
を
「
哈ハ
ー
リ
ー日

族
」
と

呼
ぶ
。
訳
せ
ば
「
ニ
ッ
ポ
ン
大
好
き
っ
子
」
と
で
も
な
る
か
。
僕
は
そ
れ
を
も
じ
っ
て
「
哈ハ
ー
タ
イ台
族
」
を
名

乗
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
台
湾
は
世
界
中
で
い
ち
ば
ん
、
日
本
と
日
本
人
の
こ
と
を
理
解
し
、
親
し
ん
で
く
れ
て
い

る
国
だ
か
ら
だ
。
日
本
に
と
っ
て
最
良
の
友
好
国
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
、台
湾
の
そ
れ
も
、

大
陸
中
国
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
あ
ま
り
報
道
せ
ず
、
両
国
間
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
を

取
り
上
げ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
自
分
で
一
度
で
も
行
っ
て
み
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
。

　

台
湾
に
は
昔
の
、
た
と
え
ば
昭
和
の
日
本
を
思
わ
せ
る
懐
か
し
い
風
景
や
家
並
み
が
あ
り
、
日
本
人
以

上
に
日
本
人
の
よ
さ
を
残
し
た
人
々
が
住
ん
で
い
る
。
特
に
昔
の
日
本
統
治
期
に
教
育
を
受
け
た
年
配
者

は
、
大
変
美
し
い
日
本
語
を
し
ゃ
べ
る
。
と
て
も
親
し
め
る
土
地
で
、
長
旅
で
も
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の
心
配

は
決
し
て
な
い
。
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な
い
。

■
計
画
す
る
の
も
楽
し
み
の
う
ち

　

一
週
間
も
の
ロ
ン
グ
・
ツ
ー
リ
ン
グ
だ
か
ら
、
計
画
は
慎
重
に
立
て
た
。
台
湾
第
二
の
都
市
で
あ
る
南

部
の
高
雄
を
出
発
し
、
六
泊
七
日
で
左
回
り
（
反
時
計
回
り
）
に
海
岸
線
沿
い
の
省
道
（
日
本
の
国
道
に

あ
た
る
。
台
湾
の
「
国
道
」
は
高
速
道
路
で
、
二
輪
車
は
走
れ
な
い
）
を
一
周
す
る
。

　

一
日
目
：
高
雄
↓
台
東
、
二
日
目
：
台
東
↓
花
蓮
、
三
日
目
：
花
連
↓
台
北
、
四
日
目
：
台
北
近
郊
、

五
日
目
：
台
北
↓
台
中
、
六
日
目
：
台
中
↓
嘉
義
、
最
終
日
：
嘉
義
↓
高
雄
。

　

地
図
上
の
総
走
行
距
離
は
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
な
の
で
、
日
本
国
内
な
ら
三
、四
日
あ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う

が
、
慣
れ
な
い
海
外
で
の
運
転
だ
し
、
一
目
散
に
走
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
少
し
余
裕
を
見
て

一
日
あ
た
り
の
行
程
を
抑
え
た
。
渡
航
直
後
と
帰
国
直
前
に
三
泊
分
の
ノ
リ
し
ろ
も
あ
る
か
ら
、
全
体
で

は
九
泊
一
〇
日
の
台
湾
旅
行
だ
っ
た
。
い
つ
も
天
候
が
味
方
を
し
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
変
更

の
余
地
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
事
故
に
直
結
す
る
。

　

う
ー
む
、「
計
画
も
」
ど
こ
ろ
か
、
ツ
ー
リ
ン
グ
は
ど
う
や
ら
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と

考
え
て
い
る
と
き
が
い
ち
ば
ん
楽
し
い
よ
う
な
気
も
す
る
。
や
っ
て
い
る
最
中
は
バ
イ
ク
で
地
面
と
ダ
ン

ス
を
踊
っ
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
こ
と
は
考
え
る
余
裕
が
な
い
。
計
画
の
最
中
の
期
待
感
と
、
終
わ
っ
て

か
ら
や
っ
て
く
る
楽
し
さ
の
余
韻
に
挟
ま
れ
て
、
一
つ
の
旅
の
印
象
が
決
ま
る
。
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風
景
も
い
い
。
十
六
世
紀
の
大
航
海
時
代
、
台
湾
島
を
一
目
見
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
乗
り
た
ち
は
、

「
なイ

ル

　

フ

ォ

ル

モ

ッ

サ

ん
と
美
し
い
島
だ
！
」

　

と
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。
そ
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ
た
台
湾
人
た
ち
は
、
今
で
も
「
美
麗
島
」
を

島
の
別
称
に
し
て
お
り
、
高
雄
の
中
心
街
に
も
そ
の
名
前
の
駅
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
オ

ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
統
治
を
肯
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
誰
が
言
っ
た
こ
と
で
も
、
誰
が
持
ち
込
ん
だ

物
や
文
化
で
も
、よ
い
も
の
は
素
直
に
受
け
入
れ
る
の
が
台
湾
風
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
大
人
」
な
ん
だ
な
。

　

異
国
の
船
乗
り
た
ち
を
驚
か
せ
た
よ
う
に
、
台
湾
は
、
九
州
よ
り
や
や
狭
い
の
に
、
中
央
山
脈
に
は
阿

蘇
山
ど
こ
ろ
か
富
士
山
よ
り
高
い
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
あ
り
、
田
園
地
帯
の
西
海
岸
、
す
ぐ

際
ま
で
峨
々
た
る
山
が
迫
る
東
海
岸
、
さ
ら
に
湖
や
渓
谷
、
瀑
布
そ
の
他
自
然
の
景
観
が
、
ま
る
で
お
弁

当
の
よ
う
に
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
お
り
、
風
景
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
す
べ
て
を
、
こ

の
目
で
見
て
や
ろ
う
と
言
う
わ
け
だ
。
バ
イ
ク
が
一
台
あ
れ
ば
、
一
週
間
で
か
な
り
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

行
け
る
。

　

前
回
、
二
〇
〇
五
年
に
鉄
道
で
全
島
を
一
周
し
て
み
て
、
僕
は
た
ち
ま
ち
こ
の
風
景
が
大
好
き
に
な
っ

た
。
ツ
ー
リ
ン
グ
の
前
哨
戦
と
し
て
、
こ
の
鉄
道
旅
行
は
お
奨
め
だ
。
そ
の
名
も
「
環
島
周
遊
券
」
と
い

う
五
〇
〇
〇
円
も
し
な
い
切
符
一
枚
あ
れ
ば
よ
い
。
こ
の
こ
ろ
に
は
ま
だ
、
日
本
の
協
力
で
で
き
た
台
湾

高
鐵
（H

SR

：
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
新
幹
線
」）
は
な
く
、
今
回
は
じ
め
て
乗
っ
て
み
た
。
快
適
で
速
い
の

は
よ
い
が
、
台
湾
の
土
地
と
人
に
親
し
み
、
理
解
す
る
目
的
か
ら
言
え
ば
、
一
台
の
バ
イ
ク
に
遠
く
及
ば
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台湾環島ツーリングのコース②

最終日 6日目 5日目 4日目 日程
2/18（水） 2/17（火） 2/16（月） 2/15（日） 日付

台
南
―
省
一
七
→
高
雄

。

　
途
中

、
台
南
と
高
雄
の
主
な
観
光
地
を
見
て
回
る

。

　
台
南
で
は
億
載
金
城

、
安
平
古
堡

（
ぜ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城

）
、
台
南
運
河

。

　
高
雄
で
は
左
營
蓮
池
潭

、
旗
津
半
島

。

台
中
―
省
三
→
名
間
―
省
一
六

、
県
一
五
二
→
集
集

、
水
里
―
省
二
一

（
新
中

横
公
路

）
→
信
義

、
阿
里
山
―
省
一
八
→
龍
美
―
郷
嘉
一
二
九
―
一
→
山
美

、

新
美

、
茶
山

、
大
埔
拱
橋
―
省
三
→
大
埔

、
玉
井
―
省
二
〇
→
台
南

。

　
は
じ
め
の
計
画
を
大
変
更
し

、
中
央
山
脈
に
迫
る
新
中
横
公
路
を
通

っ
て
玉
山
や

阿
里
山
を
眺
め
る

、
ツ
ー

リ
ン
グ
中
の
最
高
地
点
を
通
る
コ
ー

ス

。

台
北
―
省
一
→
桃
園

、
新
竹

、
頭
份
―
県
一
二
四

、
省
三
→
三
彎

、
獅
潭

、
大

湖

、
卓
蘭

、
東
勢
―
省
八
→
美
林
―
省
二
一

（
新
中
横
公
路

）
→
埔
里

、
魚

池

、
日
月
潭
を
一
周

、
埔
里
に
戻
る
―
省
一
四
→
草
屯
―
省
三
→
台
中

。

　
台
北
か
ら
頭
份
ま
で
一
号
線
を
南
下
し
た
後

、
山
沿
い
の
三
号
線
に
入
り

、
翌
日

回
る
つ
も
り
予
定
だ

っ
た
台
湾
最
大
の
観
光
地
・
日
月
潭
を
今
日
中
に
回

っ
て
し
ま

う
や
や
き
つ
い
コ
ー

ス

。
嘉
義
で
適
当
な
ホ
テ
ル
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
た
め

、
今

日
明
日
中
に
台
南
ま
で
到
達
し
て
し
ま
お
う
と
い
う

、
こ
れ
も
や
や
無
理
な
全
体
計

画
の
変
更
に
よ
る

。

台
北
―
省
五
→
基
隆
―
省
二

（
濱
海
公
路

）
→
瑞
濱
―
省
二
丁

、
県
一
〇
二
→

九
份
―
県
一
〇
二

、
省
二
丁
→
基
隆
―
省
二
→
金
山

、
石
門
洞

、
淡
水

、
台

北

。

　
環
島
ツ
ー

リ
ン
グ
は
一
日
休
み

。
基
隆

、
九
份
と

、
台
湾
最
北
端
の
石
門
洞
を
回

る

。

コ
ー
ス
と
見
所

洪
ホン

さん宅 光華
グアンホア

大飯店 達欣
ダーシン

大飯店 優美
ヨーメイ

大飯店 宿泊先

144km 344km 392km 205km 走行距離

総走行距離：1,986km
省：省道、県県：県道、郷郷：郷道。「甲甲、乙、丙、丁」や
「――一」はバイパスを表す。

台湾環島ツーリングのコース①
（計画ではなく、実際に走ったコースによる）

3日目 2日目 初日 日程
2/14（土） 2/13（金） 2009/2/12（木） 日付

花
連
―
省
九

（
蘇
花
公
路

）
→
新
城
―
省
八

（
東
西
横
貫
公
路

）
→
太
魯
閣
渓

谷
―
省
八
→
新
城
―
省
九
→
蘇
澳

、
宜
蘭
―
省
九

（
北
宜
公
路

）
→
台
北

。

　
ほ
ぼ
計
画
の
ま
ま
だ
が

、
太
魯
閣
渓
谷
を
回
る
こ
と
に
し

、
九
份
と
基
隆
は
翌
日

に
回
し
た

。

台
東
―
省
一
一

（
花
東
公
路
海
線

）
→
東
河
―
省
二
三

（
馬
武
渓

）
→
富
里
―

省
九

（
花
東
公
路
山
線

）
→
池
上
―
省
九
→
富
里

、
安
通
―
省
三
〇

（
玉
長
公

路

）
、
省
一
一
→
長
濱

、
豊
濱

、
花
連

。

　
台
東
か
ら
花
連
ま
で
の
花
東
公
路
に
は
海
線
と
山
線
の
二
通
り
が
あ
り

、
普

通
は
通
常
は
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
が

、
こ
れ
は
ジ
グ
ザ
グ
に
両
方
を
楽
し
む
欲
張

り
な
コ
ー
ス

。
特
に
池
上
駅
前
で
全
国
的
に
有
名
な
駅
弁
を
食
べ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る

。

高
雄
―
省
一
七
→
林
邊

、
枋
寮
―
省
一
→
楓
港
―
省
二
六
→
恆
春

、
墾
丁

、
鵝

鑾
鼻
―
省
二
六

、
県
二
〇
〇
甲
→
新
荘
―
県
二
〇
〇
→

満
州

、
港
仔
―
省
二
六

→
牡
丹
彎
―
県
一
九
九
甲
→
上
牡
丹
―
県
一
九
九
→
壽
峠
―
省
九

（
南
廻
公

路

）
→

和
平

、
富
南

、
新
香
蘭

、
台
東

　
高
雄
か
ら
台
湾
最
南
端
の
岬
を
巡
り

、
東
海
岸
の
台
東
に
抜
け
る

。

コ
ー
ス
と
見
所

優美
ヨーメイ

大飯店 馨憶精緻
シ ン イ セ イ チ

民宿
旅行家商務會舘

（台東トラベラーホテル） 宿泊先

287km 303km 311km 走行距離
省：省道、県県：県道、郷郷：郷道。「甲甲、乙、丙、丁」や「――一」はバイパスを
表す。
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し
か
し
、
こ
の
「
国
際
免
許
証
」
は
台
湾
で
は
使
え
な
い
。
こ
れ
を
通
用
さ
せ
る
法
的
根
拠
と
な
る
国

際
条
約
に
加
盟
し
て
い
な
い
か
ら
だ
（
た
ぶ
ん
中
国
の
圧
力
で
、
加
盟
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
）。

　

そ
こ
で
、日
台
間
で
事
実
上
の
大
使
館
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る「(

財)

交
流
協
会
」で
は
、独
自
の
ル
ー

ル
で
、
日
本
の
運
転
者
が
台
湾
で
運
転
で
き
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
の
制
度
は
二
〇
〇
七
年
九

月
に
発
効
し
た
ば
か
り
で
、
実
は
そ
れ
ま
で
は
日
本
人
が
台
湾
国
内
で
運
転
す
る
こ
と
は
違
法
だ
っ
た
の

だ
。
そ
れ
で
い
て
台
湾
の
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
屋
で
は
、
以
前
か
ら
日
本
の
免
許
証
で
バ
イ
ク
が
借
り
ら
れ

た
の
だ
か
ら
、
台
湾
的
ア
バ
ウ
ト
さ
の
一
例
だ
ろ
う
。

　

台
湾
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
に
必
要
な
こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
僕
の
知
る
限
り
ま
だ
ど
の
本
に
も
書
か

れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
価
値
は
あ
り
そ
う
だ
。

　

ま
ず
最
寄
り
の(

社)

日
本
自
動
車
連
盟（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）の
営
業
所
で
、免
許
証
の「
中
国
語
翻
訳
文
」を
作
っ

て
も
ら
う（
次
ペ
ー
ジ
の
図
）。料
金
は
三
三
〇
〇
円（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
現
在
）だ
っ
た
、「
翻
訳
」と
い
っ

て
も
定
型
文
だ
か
ら
高
い
気
も
す
る
が
、
台
湾
環
島
の
大
目
標
の
た
め
と
あ
っ
て
は
し
か
た
が
な
い
。
僕

の
場
合
は
す
ぐ
に
発
行
し
て
も
ら
え
た
が
、
翻
訳
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
は
二
時
間
く
ら
い
待
た

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
か
ら
、
時
間
に
余
裕
を
見
て
行
こ
う
。

　

ま
た
、
バ
イ
ク
乗
り
な
ら
、
地
の
果
て
ま
で
も
愛
機
を
連
れ
て
行
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら

台
湾
に
バ
イ
ク
を
持
ち
込
む
現
実
的
な
手
段
は
、
存
在
し
な
い
。
唯
一
残
っ
て
い
た
フ
ェ
リ
ー
航
路
も
、

昨
年
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
し
、
貨
物
扱
い
で
空
輸
す
れ
ば
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
往
復
で
は
た
ぶ
ん

　

し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
と
、
こ
の
計
画
は
あ
く
ま
で
計
画
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
実
際

に
走
っ
て
み
る
と
、
思
い
の
ほ
か
出
足
は
順
調
で
、
次
回
に
取
っ
て
お
こ
う
と
あ
き
ら
め
て
い
た
内
陸
部

に
も
足
が
向
き
、
終
わ
っ
て
み
た
ら
前
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
な
欲
張
り
な
コ
ー
ス
に
ふ
く
ら
ん
で
い
た
。

　

総
走
行
距
離
は
一
九
八
六
キ
ロ
と
、
最
初
の
計
画
の
倍
近
い
。
主
要
省
道
を
走
っ
て
一
周
す
る
だ
け
の

つ
も
り
が
、
最
南
端
と
最
北
端
の
岬
、
日
月
潭
や
阿
里
山
と
い
っ
た
中
央
山
脈
に
近
い
観
光
地
ま
で
足
を

伸
ば
し
た
。

　

ち
な
み
に
今
回
の
コ
ー
ス
は
、「
海
岸
沿
い
は
左
回
り
、
日
月
潭
な
ど
の
湖
は
右
回
り
に
」
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
い
る
。
左
側
通
行
の
日
本
で
は
、「
海
岸
沿
い
な
ら
右
回
り
（
時
計
回
り
）
に
、
山
や
湖
な
ら

左
回
り
（
反
時
計
回
り
）
に
」
す
る
。
目
的
の
風
景
を
対
抗
車
線
越
し
に
で
は
な
く
、
直
に
見
な
が
ら
走

れ
る
し
、
停
ま
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の
も
楽
だ
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
、
走
行
中
の
余
所
見
は
禁
物
だ
が
。

■
台
湾
で
バ
イ
ク
に
乗
る
に
は

　

台
湾
渡
航
前
に
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
が
あ
る
。
免
許
証
に
関
す
る
こ
と
だ
。
あ
た

り
ま
え
の
渡
航
準
備
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
現
在
、
台
湾
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
が

三
ヶ
月
以
上
あ
れ
ば
、
ノ
ー
ビ
ザ
で
入
国
で
き
る
。

　

海
外
で
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
に
は
、通
常
「
国
際
免
許
証
」
を
使
う
。
こ
れ
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
発
行
し
て
く
れ
る
も
の
で
「
日
本
の
免
許
証
の
翻
訳
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
。
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新
た
に
買
う
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
現
地
の
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
店
を
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
計
画
す
る
人
は
、Yahoo!
や

Google

な
ど
の
検
索
サ
イ
ト
で
、「
機バ
イ
ク
レ
ン
タ
ル

車
出
租
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
し
て
み
る
と
い
い
。
台
湾
全
土

に
「
出レ
ン
タ
ル租
店
」
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。

　

な
ぜ
か
首
都
・
台
北
に
だ
け
は
「
出
租
店
」
が
非
常
に
少
な
い
。
あ
っ
て
も
、
大
型
バ
イ
ク
専
門
の
非

常
に
高
い
店
だ
っ
た
り
す
る
。
以
前
に
は
も
っ
と
あ
っ
た
の
だ
が
、
前
述
の
制
度
が
で
き
る
前
に
「
無
免

許
」
の
外
国
人
に
貸
し
て
い
た
店
が
、
取
り
締
ま
り
に
あ
っ
て
店
じ
ま
い
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
せ
っ

か
く
合
法
的
に
運
転
で
き
る
制
度
を
整
え
た
矢
先
に
、
そ
れ
と
は
逆
行
す
る
残
念
な
出
来
事
だ
。
現
在
で

も
、
外
国
人
へ
の
対
応
は
店
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
台
湾
人
の
保
証
人
を
要
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

相
手
が
あ
る
こ
と
だ
け
に
、
そ
の
あ
た
り
は
と
て
も
心
配
だ
っ
た
。
行
っ
て
も
バ
イ
ク
が
借
り
ら
れ
な

け
れ
ば
し
か
た
が
な
い
。
幸
い
、日
本
在
住
の
台
湾
人
の
友
人
の
お
兄
様
が
高
雄
に
住
ん
で
い
る
と
聞
き
、

出
租
店
探
し
か
ら
高
雄
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ま
で
、
願
っ
て
も
な
い
協
力
を
得
ら
れ
た
。

■
台
湾
の
ワ
イ
ル
ド
な
交
通
事
情

　

チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
の
ジ
ャ
ン
ボ
機
で
桃
園
国
際
空
港
に
降
り
立
ち
、
す
ぐ
に
台
湾
高
鐵
（H

SR:

日
本
で
は
親
し
み
を
込
め
て
「
台
湾
新
幹
線
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）
に
乗
り
換
え
て
台
湾
第
二
の
大
都

市
・
高
雄
に
向
か
っ
た
。
空
港
の
近
く
で
は
つ
い
に
バ
イ
ク
を
借
り
る
あ
て
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
は
じ

免許証の「中国語翻訳文」。封筒などに入れ、
運転中に提示できるようにしておく
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さ
ん
は
義
兄
が
経
営
す
る
果
汁
メ
ー
カ
ー
に
、

奥
さ
ん
と
二
人
で
お
勤
め
と
の
こ
と
。
家
に

は
他
に
八
〇
代
の
お
母
様
と
、
そ
の
世
話
を

し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
家
政
婦
さ
ん

が
い
る
。

　

夜
も
更
け
て
き
た
が
、
今
日
は
も
う
一
仕

事
あ
る
。
洪
さ
ん
のYAM

AH
A JO

G

（
一
五
年

以
上
前
に
、
僕
が
転
倒
し
て
右
鎖
骨
を
骨
折

し
た
因
縁
の
バ
イ
ク
だ
）
の
後
ろ
に
乗
っ
か
っ

て
、
明
日
か
ら
バ
イ
ク
を
借
り
る
、
高
雄
駅

前
の
機
車
出
租
店
に
ゴ
ー
。
ほ
ん
の
わ
ず
か

な
距
離
を
走
る
、
台
湾
の
ワ
イ
ル
ド
な
バ
イ

ク
事
情
の
一
端
は
垣
間
見
え
た
。

　

三
人
乗
り
や
、
子
供
を
ス
テ
ッ
プ
に
乗
せ

る
な
ど
は
あ
た
り
ま
え
。
一
家
四
人
が
ま
る

ご
と
バ
イ
ク
で
移
動
す
る
光
景
も
目
撃
し
た
。

事
故
な
ど
起
こ
し
た
ら
一
家
全
滅
だ
。
気
を

「冒険」の協力者・洪崇玄さん
レンタル店の店頭で

め
て
の
高
鐵
に
も
乗
れ
た
し
、
ま
あ
い
い
か
。
高
鐵
の
切
符
は
日
本
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
き
る

し
、
若
く
て
優
秀
な
従
業
員
も
揃
っ
て
い
る
の
で
、
何
の
心
配
も
な
く
利
用
で
き
る
。

　

そ
れ
に
高
鐵
に
乗
る
と
、
日
本
で
生
ま
れ
た
新
幹
線
が
走
っ
て
い
る
な
あ
、
と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
感

激
が
あ
る
。
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、北
京
語
（
国
語
）
と
台
湾
語
（
福ほ
ー
ろ
ー佬
語
）
は
知
ら
な
い
女
が
し
ゃ
べ
っ

て
い
る
が
、
英
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
（"W

e w
ill soon m

ake a breaf stop at Taitung."

と
い
う
あ
れ
）
は
、

日
本
で
も
う
何
十
年
も
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
る
声
の
若
い
あ
の
女
だ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
彼
女
に
会
え
る

と
は
！

　

こ
の
高
鐵(H

SR)

に
し
て
も
、
高
雄
市
内
を
結
ぶ
新
交
通
シ
ス
テ
ム(M

RT)

に
し
て
も
、
四
年
前
に
来

た
時
に
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
台
湾
は
九
九
年
の
大
震
災
後
も
急
速
な
発
展
を
続
け
、
今
は
日
本
と
同
様
、

世
界
同
時
不
況
に
巻
き
込
ま
れ
て
あ
え
い
で
い
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
は
、
政
府
が
景
気
対
策
と
し
て

打
ち
出
し
た
「
消
費
券
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

終
点
の
高
鐵
左
營
站
でM

RT

に
乗
り
換
え
（「
站
」
は
「
駅
」
の
こ
と
）、
最
寄
り
の
文
化
中
心
站
で
、

今
回
お
世
話
に
な
る
洪ホ
ン

崇チ
ョ
ン
セ
ン
玄
さ
ん
に
電
話
し
よ
う
と
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
か
き
ま
わ
し
て
い
た
ら
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
本
人
が
迎
え
に
き
て
、
す
ぐ
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
あ
る
ご
自
宅
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
僕
は
今
回
、
空
い
て
い
る
一
部
屋
に
泊
め
て
も
ら
い
、
そ
こ
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
台
湾
を
一

周
す
る
の
で
あ
る
。

　

洪
さ
ん
と
僕
の
会
話
は
、
日
本
語
、
北
京
語
、
英
語
ま
ぜ
こ
ぜ
だ
が
、
な
ん
と
か
意
志
は
通
じ
る
。
洪
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■
二
人
に
一
台
の
バ
イ
ク
大
国

　

台
湾
の
バ
イ
ク
事
情
に
触
れ
て
お
く
。
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
と
同
じ
く
、
台
湾
で
は
一
五
〇
Ｃ
Ｃ
以
下

の
小
型
バ
イ
ク
が
日
常
生
活
の
欠
か
せ
な
い
「
足
」
だ
。
バ
イ
ク
の
保
有
台
数
は
二
三
〇
〇
万
人
の
国
民

の
実
に
六
割
。赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
人
ま
で
含
め
て
の
半
分
以
上
だ
か
ら
、必
要
と
す
る
人
は
た
い
が
い
持
っ

て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
前
に
書
い
た
機
車
出
租
店
を
探
す
苦
労
と
も
関
係
し
て
い
る
。

　

九
州
の
面
積
よ
り
狭
い
国
土
に
、
そ
れ
だ
け
の
バ
イ
ク
が
走
り
回
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
台
北
や
高
雄

と
い
っ
た
大
都
市
は
大
変
だ
。
交
差
点
の
信
号
待
ち
で
は
何
十
台
も
の
バ
イ
ク
が
停
止
線
に
ひ
し
め
き
合

い
、
車
と
歩
道
の
わ
ず
か
の
隙
間
を
狙
っ
て
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
バ
イ
ク
が
駆
け
抜
け
た
り
、
ヒ
ヤ
リ

と
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
も
、
朝
、
都
会
を
抜
け
、
郊
外
の
省
道
に
出
る
と
、
ほ
っ
と

一
息
つ
い
た
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
台
湾
の
道
路
が
ツ
ー
リ
ン
グ
に
向
か
な
い
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
違
う
。

　

日
本
の
国
道
に
あ
た
る
省
道
で
は
、
バ
イ
ク
専
用
レ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
車
と
二
輪
車
の
分
離

が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
よ
う
に
、
二
輪
車
で
も
肩
身
が
狭
い
こ
と
は
な
い
。
地
方
に
も
片
側
二
車

線
（
＋
バ
イ
ク
レ
ー
ン
）
の
立
派
な
道
路
が
通
っ
て
お
り
、
車
の
台
数
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
か

ら
、
む
し
ろ
ツ
ー
リ
ン
グ
に
は
最
適
の
道
で
あ
る
。

　

台
湾
人
の
多
く
は
成
人
前
に
免
許
を
取
っ
て
バ
イ
ク
に
乗
り
出
す
。
一
五
〇
Ｃ
Ｃ
未
満
の
小
型
バ
イ
ク

の
場
合
、
実
技
試
験
は
お
ろ
か
技
能
教
習
さ
え
な
い
か
ら
、
誰
で
も
す
ぐ
免
許
が
取
れ
る
。
日
本
の
よ
う

つ
け
て
欲
し
い
も
の
だ
。

「
ホ
ン
ト
は
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
洪
さ
ん
。

　

ノ
ー
ヘ
ル
の
大ア
ニ
キ哥
や
小ア
ネ
キ姐
も
多
い
。

「
ホ
ン
ト
は
い
け
な
い
ん
で
す
。
罰
金
五
〇
〇
元
ね
」

　

と
こ
ろ
で
、
台
湾
の
免
許
制
度
に
関
し
て
す
ご
い
話
を
聞
い
た
。
交
通
違
反
の
罰
金
は
あ
る
が
、
点
数

制
度
は
な
い
そ
う
だ
。
じ
ゃ
金
持
ち
な
ど
は
、
金
よ
り
時
間
だ
と
ば
か
り
平
然
と
違
反
を
繰
り
返
す
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？

「
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
」

　

台
湾
で
バ
イ
ク
に
乗
る
の
に
、
右
側
通
行
以
外
に
も
日
本
と
勝
手
が
違
う
点
は
、
交
差
点
で
バ
イ
ク
は

二
段
階
左
折
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
左
折
の
と
き
は
、「
？
」
字
の
よ
う
に
交
差
点
の
右

側
の
道
路
に
入
り
、
横
断
歩
道
の
前
に
あ
る
「
待
轉
区
」
と
描
か
れ
た
箱
に
す
べ
り
こ
む
の
だ
。

　

そ
の
代
わ
り
、
と
い
う
の
も
変
だ
が
、
右
折
車
は
信
号
と
関
係
な
く
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
は

バ
イ
ク
も
車
も
同
じ
。

「
こ
れ
も
日
本
と
は
違
い
ま
す
ね
」

「
ホ
ン
ト
は
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
」

　

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
歩
行
者
も
な
か
な
か
油
断
で
き
な
い
。
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と
い
う
の
を
選
ぶ
。

「
こ
い
つ
は
よ
く
走
る
よ
ー
」

　

出
租
店
の
大
哥
は
言
う
。「
あ
ー
、
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ご
と
の
オ
イ
ル
交
換
は
忘
れ
な
い
で
よ
」

　

帰
国
後
、
カ
タ
ロ
グ
を
調
べ
た
ら
、
日
本
で
は
ま
だ
発
売
前
の
最
新
型
だ
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
車
体
の
割

に
パ
ワ
フ
ル
な
一
五
〇
ｃ
ｃ
、
一
三
・
八
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
で
い
る
。

　

こ
の
機
種
を
翌
一
二
日
か
ら
一
八
日
ま
で
借
り
て
、
お
値
段
は
一1

日
七
〇
〇
元
×
七
日
分
の

四
九
〇
〇
元
だ
っ
た
。
一
元
は
現
在
三
円
未
満
だ
か
ら
、
格
安
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
台
湾
で
一
般
的
な

一
〇
〇
ｃ
ｃ
や
一
二
五
ｃ
ｃ
に
比
べ
る
と
高
い
の
だ
が
、
こ
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
。
特
に
バ
イ
ク
が
ひ

し
め
く
大
都
会
の
道
路
で
は
、
パ
ワ
ー
に
余
裕
が
あ
る
方
が
早
く
集
団
か
ら
抜
け
出
し
て
安
定
走
行
で
き

る
し
、
車
の
走
行
を
妨
害
せ
ず
、
調
和
的
に
走
れ
る
か
ら
だ
。
こ
の
「
車
と
調
和
し
て
、
同
じ
よ
う
に
走

る
」
こ
と
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
バ
イ
ク
を
安
全
に
運
転
す
る
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
飛
ば
す
た

め
の
パ
ワ
ー
で
は
な
い
、
安
全
の
た
め
に
も
あ
る
程
度
の
パ
ワ
ー
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
台
湾
で
大
型
バ
イ
ク
（
五
五
〇
ｃ
ｃ
超
）
が
解
禁
さ
れ
た
の
は
つ
い
最
近
で
、
見
か
け
る

こ
と
も
ま
れ
だ
。
数
十
台
に
一
台
、
二
五
〇
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
を
見
か
け
る
く
ら
い
。
ハ
ー
レ
ー
やBM

V

、

D
U
CATI

、
国
産
各
社
の
リ
ッ
タ
ー
バ
イ
ク
が
う
よ
う
よ
し
て
い
る
日
本
と
は
様
子
が
違
う
。

　

僕
が
持
っ
て
行
っ
た
ラ
イ
セ
ン
ス
（
日
本
の
免
許
の
翻
訳
文
）
で
も
、大
型
バ
イ
ク
が
借
り
ら
れ
る
が
、

な
ん
と
一
時
間
六
〇
〇
元
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
料
金
だ
っ
た
。
一
日
で
は
な
く
て
一
時
間
で
す
よ
！　

に
趣
味
だ
け
で
な
く
、
通
学
か
ら
行
楽
、
通

勤
、
仕
事
ま
で
、
一
台
の
小
型
バ
イ
ク
を
フ

ル
に
使
い
倒
す
の
が
台
湾
流
だ
。
数
人
の
男

の
子
か
ら
集
め
た
バ
イ
ク
の
キ
ー
を
、
女
の

子
が
ク
ジ
代
わ
り
に
引
い
て
お
相
手
を
決
め
、

タ
ン
デ
ム
（
二
人
乗
り
）
の
バ
イ
ク
で
郊
外

デ
ー
ト
を
す
る
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
習
慣
も
見

ら
れ
る
。
よ
ほ
ど
偉
く
な
っ
た
人
は
別
と
し

て
、
大
人
の
多
く
も
そ
の
ま
ま
小
型
バ
イ
ク

に
乗
り
続
け
る
か
ら
、
日
本
の
よ
う
に
、
バ

イ
ク
オ
ヤ
ジ
と
バ
イ
ク
小
僧
の
対
立
構
造
は

生
ま
れ
に
く
い
。

　

洪
さ
ん
に
案
内
さ
れ
た
の
は
、
高
尾
駅
前

の
「
春
天
旅
遊
汽
車
機
車
出
租
」。
車
の
レ

ン
タ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
経
営
ま
で
手
広

く
や
っ
て
い
る
大
手
で
あ
る
。
二
四
時
間
営

業
の
店
先
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
バ
イ
ク
か
ら
、

スクーターはあらゆる仕事に使われる
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覚
だ
っ
た
。

　

こ
の
件
だ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
旅
行
の
前
は
た
い
が
い
不
安
な
も
の
で
、
人
に
も
寄
る
だ
ろ
う
が
、

僕
な
ど
期
待
よ
り
不
安
の
方
が
大
き
い
。
だ
が
実
際
、旅
に
出
て
み
る
と
、不
安
は
少
し
ず
つ
現
実
に
よ
っ

て
解
消
、
い
や
解
決
さ
れ
て
ゆ
き
、
期
待
感
の
方
が
高
ま
っ
て
く
る
。
自
分
で
も
不
安
を
無
意
識
に
押
さ

え
込
む
よ
う
に
、
や
や
浮
か
れ
気
味
に
な
る
。
旅
先
特
有
の
こ
の
気
分
を
、
僕
は
嫌
い
で
は
な
い
。
不
安

の
効
用
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
っ
そ
く
高
雄
市
内
で
道
に
迷
う
。
前
回
も
台
北
市
内
を
散
歩
し
て
い
て
道
に
迷
い
、
交
番
の
世
話
に

な
っ
た
前
科
が
あ
る
の
に
、ち
っ
と
も
学
習
し
て
い
な
い
。
台
湾
の
街
中
に
は
、省
道
番
号
を
は
じ
め
「
大

域
的
」
な
表
示
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
通
り
の
名
前
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
よ
そ
者
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
の
だ
。
こ
れ
に
は
、
今
日
の
目
的
地
・
台
東
で
ふ
た
た
び
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
も
ち
ろ
ん
本
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
。

　

太
陽
を
頼
り
に
南
へ
走
っ
て
い
る
う
ち
、
自
然
に
目
指
す
一
七
号
線
に
出
た
。
一
〇
キ
ロ
く
ら
い
ロ
ス

し
た
け
れ
ど
、
借
り
た
バ
イ
ク
の
走
行
練
習
と
思
え
ば
没
問
題
！　

予
報
さ
れ
て
い
た
雨
は
ど
こ
へ
や
ら

の
快
晴
で
あ
る
。

　

し
ば
ら
く
走
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ず
っ
と
し
ょ
っ
て
い
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
、
持
っ
て
来
た
ツ
ー
リ
ン

グ
ネ
ッ
ト
で
座
席
の
後
部
に
固
定
す
る
。
こ
れ
は
僕
の
地
元
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
買
っ
た
安
物
だ
が
、

ツ
ー
リ
ン
グ
の
間
中
、
大
活
躍
し
て
く
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
作
業
は
出
租
屋
の
店
先
で
や
る
と
い
や
が
ら

一
日
一
五
〇
〇
元
も
出
せ
ば
車
が
借
り
ら
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
い
か
に
高
い
か
が
わ
か
る
。
台
湾
で
は

大
型
バ
イ
ク
が
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
貴
重
品
な
の
だ
。

■
台
湾
最
南
端
か
ら
海
を
眺
め
て
（
二
月
一
二
日
）

　

環
島
ツ
ー
リ
ン
グ
初
日
。

　

こ
の
日
は
高
雄
か
ら
台
湾
島
最
南
端
の
岬
を
巡
り
、
東
海
岸
の
台
東
に
抜
け
る
。

　

昨
晩
、
話
を
決
め
た
機
車
出
租
店
で
、
整
備
を
終
え
た
バ
イ
ク
を
受
け
取
り
、
意
気
揚
々
と
出
発
す
る

（
第
７
章
口
絵
）。
操
作
に
迷
い
な
が
ら
ト
リ
ッ
プ
メ
ー
タ
ー
を
〇
に
戻
す
。
果
た
し
て
こ
の
ツ
ー
リ
ン
グ

で
何
キ
ロ
走
る
こ
と
に
な
る
か
…
…
。

　

は
じ
め
て
の
右
側
通
行
に
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
。

「
右
側
通
行
だ
、
ミ
ラ
ー
モ
ー
ド
だ
ぞ
」

　

な
ど
と
自
己
暗
示
を
か
け
つ
つ
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
。「
ミ
ラ
ー
モ
ー
ド
」
と
い
う
の
は
、任
天
堂
の
ゲ
ー

ム
「
マ
リ
オ
カ
ー
ト
」
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
の
だ
け
通
じ
る
隠
語
。
だ
が
案
に
相
違
し
て
、
右
側
通
行
に
は

す
ぐ
慣
れ
て
し
ま
っ
た
。
国
内
に
は
右
側
通
行
の
運
転
を
練
習
す
る
場
所
な
ど
な
い
か
ら
、
自
分
が
慣
れ

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
、
不
安
で
一
杯
だ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

左
右
の
交
通
ル
ー
ル
の
違
い
は
、
ほ
と
ん
ど
瞬
時
に
ス
イ
ッ
チ
で
き
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
帰
国
し
た

と
き
に
も
、
身
体
を
左
側
通
行
に
戻
す
の
に
何
の
苦
労
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
我
な
が
ら
、
不
思
議
な
感
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「
一
番
い
い
と
こ
ろ
に
行
か
な
い
ん
で
す
ね
」

　

と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
も
僕
同
様
の
「
哈
台
族
」
で
、
二
〇
〇
七
年
に
は
屏
東
県
政
府
の
招
き

で
二
ヶ
月
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
の
彼
女
が
言
う
の
だ
か
ら
、
見
な
い
と
後
悔
し
そ

う
だ
。
つ
い
に
台
湾
最
南
端
・
鵝ヲ
ー
ル
ア
ン
ビ
ー

鑾
鼻
を
目
指
す
こ
と
を
決
心
し
、
二
六
号
線
を
さ
ら
に
南
下
す
る
。
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は
き
び
き
び
と
快
調
に
走
っ
て
く
れ
る
が
、
ふ
だ
ん
乗
っ
て
い
る
バ
イ
ク
と
の

性
格
の
違
い
に
と
ま
ど
う
。
カ
ー
ブ
時
に
車
体
が
倒
し
込
み
に
く
く
、
慣
れ
な
い
右
カ
ー
ブ
で
時
々
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
を
割
込
み
そ
う
に
な
る
。

　

や
が
て
墾
丁
に
さ
し
か
か
る
。
こ
こ
は
台
湾
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
り
、
海
水
浴
場
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
な
ど
の
観
光
施
設
が
建
ち
並
ぶ
。
沿
道
に
は
一
〇
件
以
上
も
の
ゴ
ー
カ
ー
ト
場
が
連
な
り
、
沙サ
ン
ド
バ
ギ
ー

難
車

へ
と
誘
う
看
板
も
目
に
つ
く
。

　

一
二
時
四
五
分
、
出
発
以
来
一
三
五
キ
ロ
。
つ
い
に
最
南
端
の
鵝
鑾
鼻
に
到
着
し
た
。
こ
こ
は
国
家
公

園
に
な
っ
て
い
る
。
駐
車
場
に
バ
イ
ク
を
停
め
、
土
産
物
屋
の
並
び
の
小
さ
な
店
で
牛
肉
緬
を
食
べ
る
。

ス
パ
イ
シ
ー
な
味
付
け
の
牛
す
じ
肉
を
煮
込
ん
だ
ス
ー
プ
に
、
ラ
ー
メ
ン
よ
り
く
せ
の
な
い
麺
が
よ
く
合

う
。
店
の
オ
ヤ
ジ
さ
ん
が
ち
っ
こ
い
バ
ナ
ナ
を
二
つ
、
ト
マ
ト
を
二
つ
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
け
て
く
れ
た
。

「
大
き
い
の
は
ダ
メ
だ
。
小
さ
い
の
が
う
ま
い
ん
だ
」

　

わ
ざ
わ
ざ
大
小
の
バ
ナ
ナ
を
両
手
に
説
明
し
て
く
れ
る
オ
ヤ
ジ
さ
ん
が
可
愛
い
。

　

と
に
か
く
最
南
端
ま
で
行
こ
う
と
、
四
〇
元
の
入
場
料
を
払
っ
て
公
園
内
に
入
り
、
そ
こ
に
建
っ
て
い

れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
走
っ
て
か
ら
や
る
と
よ
い
。
こ
れ
で
俄
然
、
身
軽
に
な
っ
た
。
な

に
し
ろH

itAir

の
エ
ア
バ
ッ
グ
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
自
体
、
結
構
な
重
さ
な
の
だ
。
日
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、

熱
帯
の
実
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
走
っ
て
い
な
い
と
た
ち
ま
ち
汗
が
吹
き
出
し
て
く
る
。

　

高
雄
市
の
南
の
林
邉
市
を
抜
け
た
と
こ
ろ
で
、
一
七
号
線
か
ら
一
号
線
に
合
流
す
る
。
ま
だ
朝
か
ら
何

も
食
べ
て
い
な
い
が
、
バ
イ
ク
の
ご
飯
が
先
だ
。
最
初
に
通
り
か
か
っ
た
「
加

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

油
站
」
に
入
る
。
台
湾
の

ガ
ソ
リ
ン
は
「
九
二
無
鉛
」「
九
五
無
鉛
」「
九
八
無
鉛
」
の
三
種
類
あ
り
、出
租
屋
で
指
示
さ
れ
た
「
九
五

無
鉛
」
を
入
れ
る
。
台
湾
原
油
を
精
製
し
て
作
る
台
湾
の
ガ
ソ
リ
ン
は
品
質
が
よ
く
、「
九
五
」
と
い
え

ば
日
本
の
ハ
イ
オ
ク
に
近
い
オ
ク
タ
ン
価
で
あ
る
。
お
ま
け
に
値
段
が
日
本
の
六
割
と
は
あ
り
が
た
い
。

こ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
の
燃
料
費
は
三
〇
〇
〇
円
と
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
で
に
人
間
様
も
コ
ン
ビ
ニ

で
そ
そ
く
さ
と
朝
飯
を
済
ま
す
。

　

風
が
出
て
き
て
、
軽
い
車
体
を
押
し
流
そ
う
と
す
る
中
、
一
号
線
を
南
下
し
、
楓
港
の
街
に
出
る
。
こ

こ
は
西
海
岸
を
縦
貫
す
る
一
号
線
の
終
点
で
、
左
に
別
れ
れ
ば
台
東
に
直
行
す
る
九
号
線
（
南
廻
公
路
）、

こ
の
ま
ま
行
け
ば
台
湾
最
南
端
に
向
か
う
二
六
号
線
に
入
る
。
思
い
の
外
順
調
に
来
て
し
ま
っ
た
。
台
東

ま
で
の
道
の
り
は
あ
と
一
〇
五
キ
ロ
し
か
な
く
、
一
時
に
は
つ
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
計
画
を
変
更
し
、

思
い
切
っ
て
台
湾
島
南
端
を
目
指
す
べ
き
か
？　

こ
ち
ら
は
お
そ
ら
く
一
五
〇
キ
ロ
く
ら
い
は
遠
回
り
に

な
る
。

　

出
発
前
に
、
友
人
の
ラ
イ
タ
ー
・
は
に
わ
き
み
こ
に
こ
の
計
画
コ
ー
ス
を
見
せ
た
ら
、
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お
り
、
道
路
が
素
直
に
海
岸
線
を
通
っ
て
い
な
い
。
鵝
鑾
鼻
か
ら
先
、
い
ろ
ん
な
道
を
乗
り
継
い
で
九
号

線
に
戻
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
細
い
山
道
を
パ
イ
ワ
ン
族
の
部
落
・
牡
丹
社
に
抜
け
よ
う
と
し
て
道
に
迷
っ

た
。
脇
道
に
紛
れ
込
み
、
ぬ
か
る
み
で
バ
イ
ク
が
ま
っ
た
く
制
御
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
思
い
知
り
、
ほ

う
ほ
う
の
体
で
道
を
引
き
返
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
約
一
時
間
の
ロ
ス
。
改
め
て
海
岸
沿
い
か
ら
牡
丹
社
に

抜
け
、
さ
ら
に
一
三
キ
ロ
の
山
道
を
九
号
線
に
接
続
す
る
壽
峠
ま
で
抜
け
た
。

　

も
う
一
六
時
で
日
も
傾
き
か
け
て
い
る
が
、
と
に
か
く
こ
こ
か
ら
は
ひ
た
す
ら
九
号
線
を
辿
れ
ば
目
的

地
の
台
東
に
着
く
。
壽
峠
か
ら
台
東
ま
で
、
九
号
線
の
ツ
ー
リ
ン
グ
は
と
て
も
快
適
だ
っ
た
。
東
海
岸
に

出
た
ら
雨
は
ほ
ぼ
上
が
る
し
、
峠
か
ら
海
岸
ま
で
、
十
数
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
長
大
な
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
コ
ー
ス
で
、

よ
う
や
くKYM

CO

を
思
い
の
ま
ま
に
操
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
壮
大
な
海
辺
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、

車
の
少
な
い
、
制
限
速
度
七
〇
キ
ロ
と
い
う
高
速
道
路
な
み
の
道
を
快
走
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
日
は
試
練
の
日
に
な
る
べ
く
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
台
東
に
つ
い
た
も
の
の
、

予
約
し
た
ホ
テ
ル
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

　

日
本
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
し
た
際
、
表
示
さ
れ
た
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
印
刷
し
て
き
た
の
だ
が
、
ホ

テ
ル
名
と
住
所
が
英
語
で
し
か
書
い
て
な
い
。「An ching St. Taitung

」
の
「Traveler H

otel

」
が
、
地

図
の
ど
こ
に
当
た
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
市
内
を
あ
て
ど
な
く
走
り
回
っ
た
あ
げ

く
、
結
構
大
き
な
警
察
署
を
見
つ
け
、
受
付
の
お
巡
り
さ
ん
に
聞
い
て
見
た
が
、
英
語
が
ま
る
で
ダ
メ
な

上
、
漢
字
の
英
字
表
記
（
ピ
ン
イ
ン
）
さ
え
読
め
な
い
ら
し
く
、
自
分
の
町
の
ど
の
通
り
な
の
か
が
わ
か

る
「
滄
海
亭
」
と
い
う
あ
ず
ま
や

0

0

0

0

ま
で
、
早

く
も
痛
み
は
じ
め
た
足
を
ひ
き
ず
っ
て
歩
く
。

ラ
イ
ダ
ー
姿
で
足
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
、

ヒ
ー
ロ
ー
気
分
に
な
る
か
ら
不
思
議
だ
。

　

あ
ず
ま
や
の
ベ
ン
チ
に
身
体
を
投
げ
出
し

て
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
最
南
端
の
潮

騒
を
聞
い
て
い
る
と
、

「
つ
い
に
こ
こ
ま
で
来
た
な
あ
」

　

と
い
う
感
慨
が
こ
み
上
げ
る
。

　

小
降
り
の
雨
は
南
台
湾
の
常
だ
か
ら
、
い

ち
い
ち
苦
に
し
て
い
た
ら
暮
ら
し
て
ゆ
け
な

い
が
、
こ
こ
に
来
て
に
わ
か
に
本
降
り
に
な
っ

て
き
た
。
だ
が
、
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た

か
ら
に
は
、
な
ん
と
し
て
も
今
日
中
に
台
東

ま
で
走
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

だ
が
そ
れ
か
ら
が
難
関
だ
っ
た
。
九
号
線

の
南
側
で
は
省
道
や
県
道
の
整
備
が
遅
れ
て

台湾最南端の岬から眺める東シナ海
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な
に
高
雄
で
道
に
迷
っ
た
よ
う
に
、
台
湾
で
は
、
街
中
に
は
通
り
の
名
だ
け
が
表
示
さ
れ
、
郊
外
に
出
る

と
省
道
や
県
道
の
表
示
が
は
じ
ま
る
二
重
の
方
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
よ
そ
者
に
わ
か
り
に
く
い
分
、

地
図
で
は
こ
う
し
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

藁
に
も
す
が
る
思
い
で
、
会
社
員
時
代
に
習
っ
た
基
礎
中
国
語
の
記
憶
を
召
喚
し
つ
つ
、
列
挙
さ
れ
た

通
り
の
名
前
を
一
つ
ず
つ
読
ん
だ
。
通
り
の
名
前
は
、
北
京
語
ピ
ン
イ
ン
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。「
安
慶
街
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
「
Ａ
」
で
始
ま

り
そ
う
な
通
り
は
な
い
が
、
地
図
の
そ
の
場
所
に
ホ
テ
ル
の
記
号
な
ど
な
い
。
ま
あ
い
い
、
行
っ
て
み
て

見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
駅
に
戻
っ
て
き
て
ベ
ン
チ
で
寝
よ
う
と
覚
悟
を
決
め
、
最
後
の
気
力
を
振
り

絞
っ
た
。
は
じ
め
て
借
り
た
バ
イ
ク
で
今
朝
か
ら
三
〇
〇
キ
ロ
以
上
も
走
っ
て
き
た
の
で
、
疲
労
は
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
た
の
だ
。

　

よ
う
や
く
「
旅
行
家
商
務
會
舘
」
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
を
「Traveler 

H
otel

」
と
表
記
さ
れ
た
っ
て
、
わ
か
る
わ
け
が
な
い
と
、
旅
行
会
社
へ
の
憤
り
を
新
た
に
す
る
。

　

実
を
言
え
ば
、
こ
の
地
図
帳
は
重
い
の
で
、
今
朝
、
高
雄
の
洪
さ
ん
宅
に
置
い
て
こ
よ
う
か
と
思
っ
た

く
ら
い
だ
。
そ
う
し
て
い
た
ら
僕
は
今
ご
ろ
、
台
東
駅
の
待
合
室
の
ベ
ン
チ
で
寝
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ビ
ー
ル
を
一
気
に
飲
み
食
い
し
、
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
込
む
。
灯
り

を
消
す
余
裕
さ
え
な
く
熟
睡
し
た
。

　

だ
が
す
ぐ
に
、
季
節
は
ず
れ
の
花
火
大
会
に
目
を
覚
ま
さ
れ
た
。
海
岸
の
方
ら
し
い
が
、
結
構
大
規
模

ら
な
い
と
き
た
。

「
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
よ
い
の
か
？
」

　

と
、
筋
違
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
、

「
ホ
テ
ル
の
電
話
番
号
は
？
」

　

と
言
い
出
し
た
。
台
湾
語
が
わ
か
ら
な
い
僕
に
代
わ
っ
て
電
話
す
る
つ
も
り
ら
し
い
。
そ
れ
は
助
か
っ

た
、
と
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
隅
々
ま
で
読
ん
だ
が
、
な
ん
と
ホ
テ
ル
の
電
話
番
号
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
だ
っ

た
。
そ
ん
な
不
親
切
な
、
と
は
思
っ
た
が
、
安
値
に
つ
ら
れ
て
怪
し
げ
な
旅
行
会
社
を
使
っ
た
報
い
だ
。

使
え
な
い
お
巡
り
さ
ん
と
使
え
な
い
旅
行
会
社
に
挟
ま
れ
て
僕
は
困
惑
し
た
。
適
当
な
こ
と
を
言
っ
て
警

察
署
を
去
り
、
と
に
か
く
落
ち
着
け
る
明
る
い
場
所
を
探
し
て
、
な
ぜ
か
台
東
駅
に
向
か
っ
た
。
そ
の
街

の
中
心
は
鉄
道
の
駅
だ
と
い
う
、
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
信
念
に
基
づ
く
行
動
で
あ
る
。
実
際
、
台
東
駅

は
遠
い
街
は
ず
れ
に
あ
っ
た
。

「
落
ち
着
け
」

　

ジ
ェ
ッ
ト
型
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
エ
ア
バ
ッ
グ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
い
う
、
台
湾
で
は
と
ん
と
見
か
け
な
い
異
様

な
風
体
で
待
合
室
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
た
僕
は
、
そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
老
眼
鏡
を
か
け
、
日
本

で
買
っ
て
き
た
分
厚
い
台
湾
地
図
帳
の
、
台
東
市
拡
大
図
の
ペ
ー
ジ
を
隅
々
ま
で
精
査
し
た
が
、
わ
か
ら

な
い
。
第
一
、
こ
れ
で
わ
か
る
く
ら
い
な
ら
、
地
元
の
警
察
官
だ
っ
て
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
時
、
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
「
台
東
市
」
の
街
路
一
覧
が
載
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
今
朝
、
出
し
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た
が
、
無
事
に
最
初
の
目
的
地
「
国
立
台
湾
史
前
文
化
博
物
館
」
に
着
く
。
と
て
も
全
部
見
る
時
間
は
な

い
が
、
執
筆
中
の
小
説
『
台
湾
カ
フ
カ
』
の
た
め
に
、
原
住
民
（
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
系
種
族
）
に
関
わ

る
展
示
だ
け
は
見
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
。
昨
日
か
ら
右
足
の
靴
擦
れ
が
ひ
ど
く
、
早
く
も
足
が
痛
み
出

す
。
旅
行
中
ず
っ
と
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ー
ツ
一
足
で
済
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
の
だ
。
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
ブ
ヌ
ン
族
関
係
の
資
料
（
童
話
と
入
門
書
）
を
買
う
。
僕
の
中
国
語
力
で
は
こ
の
程

度
が
せ
い
ぜ
い
だ
。

　

つ
ぎ
の
目
標
は
九
号
線
（
山
線
）
の
池
上
站
前
に
あ
る
、「
全
美
池
上
便
當
」
の
本
店
で
、
前
回
の
旅

行
で
食
べ
損
ね
た
人
気
の
弁
当
を
食
べ
る
こ
と
だ
。
こ
う
い
う
思
い
つ
き
が
往
々
に
し
て
僕
の
人
生
を
狂

わ
せ
る
。

　

目
標
は
遠
大
だ
っ
た
が
、
台
東
の
街
を
出
た
と
た
ん
、
池
上
へ
直
行
す
る
九
号
線
に
入
り
損
ね
、
一
一

号
線
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
池
上
は
通
ら
な
い
。
さ
て
ど
う
す
る
か
？

　

出
発
以
来
四
〇
〇
キ
ロ
。
覚
悟
を
決
め
て
一
一
号
線
か
ら
二
三
号
線
に
折
れ
、
馬
武
渓
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
ゆ
く
。
九
号
線
ま
で
は
片
道
四
五
キ
ロ
、
そ
こ
か
ら
台
東
側
に
数
キ
ロ
戻
れ
ば
目
指
す
池
上
が
あ
る
。

弁
当
一
個
の
た
め
に
片
道
五
〇
キ
ロ
の
山
道
を
余
計
に
走
ろ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
我
な
が
ら
酔
狂
で
あ

る
。
だ
が
昨
日
と
打
っ
て
変
わ
っ
た
快
晴
で
、
片
道
数
十
キ
ロ
な
ど
「
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
」
と
思
え
て

し
ま
う
。
車
通
り
も
少
な
い
峠
道
を
、
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
よ
う
に
快
走
す
る
。

　

一
時
近
く
に
な
り
、
よ
う
や
く
目
当
て
の
「
全
美
行
池
上
便
當
」
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
で

で
、
一
時
間
も
や
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
部
屋
は
ご
み
ご
み
し
た
裏
通
り
に
面
し
て
い
て
、
眺
め

は
お
世
辞
に
も
よ
く
な
い
が
、
こ
の
時
の
花
火
だ
け
は
き
れ
い
に
見
え
た
。
裏
通
り
の
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら

大
輪
の
花
火
を
眺
め
て
い
る
う
ち
、
な
ん
だ
か
日
本
の
地
方
都
市
で
も
旅
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
き

た
。
無
事
に
花
火
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
一
日
中
苦
し
め
ら
れ
た
雨
が
、
こ
の
街
に
も
追
い
つ
い
て
き
た
。

　

こ
の
日
の
走
行
距
離
は
三
一
一
キ
ロ
。
結
局
、
計
画
に
は
な
か
っ
た
台
湾
最
南
端
を
見
に
行
っ
た
た
め

に
、
一
五
〇
キ
ロ
近
く
余
計
に
走
っ
た
勘
定
に
な
る
。
く
た
び
れ
果
て
た
が
、
二
度
と
行
け
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
こ
ろ
に
行
け
て
よ
か
っ
た
。
疲
れ
は
明
日
に
残
さ
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
。

　

バ
イ
ク
の
フ
ロ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
で
雨
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
た
台
湾
全
図
（
地
図
帳
と
は
別
の
一
枚
物
の

地
図
。
こ
れ
も
重
宝
し
た
）
は
、
あ
ち
こ
ち
穴
が
あ
い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
部
屋
の
床
に

広
げ
て
干
し
た
が
、
ど
こ
か
で
買
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

■
幻
の
「
便
當
」
を
求
め
て
（
二
月
一
三
日
）

　

今
日
は
台
東
か
ら
花
連
ま
で
、
東
廻
り
の
省
道
を
使
っ
て
北
上
す
る
。
計
画
で
は
風
光
明
媚
な
東
海
岸

沿
い
の
省
道
一
一
号
線
（
花
東
航
路
海
線
）
を
ひ
た
す
ら
北
上
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
欲
張
っ
て
、
一
一

号
線
（
海
線
）
と
九
号
線
（
山
線
）
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
ジ
グ
ザ
グ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　

宿
で
は
朝
食
が
出
な
い
の
で
、
居
て
も
や
る
こ
と
が
な
く
、
八
時
に
は
は
や
ば
や
と
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。

　
「
中
正
路
」を
走
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
つ
の
ま
に
か「
更
正
路
」に
入
っ
て
い
た
り
す
る
の
に
と
ま
ど
っ
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の
贔
屓
で
あ
る
僕
に
は
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

大
満
足
で
池
上
便
當
本
店
を
後
に
し
、
九

号
線
を
北
へ
。
い
く
ら
弁
当
の
た
め
と
い
っ

て
も
来
た
と
き
と
同
じ
道
を
五
〇
キ
ロ
も
戻

る
の
は
な
あ
…
…
と
店
で
地
図
を
眺
め
て
い

た
ら
、
ち
ょ
っ
と
先
で
三
〇
号
線
に
折
れ
れ

ば
、
一
一
号
線
の
か
な
り
先
の
長
濱
に
出
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
日
は
山
あ
り
海

あ
り
で
ぜ
い
た
く
な
コ
ー
ス
だ
。
一
日
の
う

ち
に
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
台
湾
ツ
ー

リ
ン
グ
の
醍
醐
味
だ
ろ
う
。

　

玉
里
の
少
し
手
前
に
あ
る
安
通
で
三
〇
号

線
に
折
れ
る
。
池
上
付
近
と
違
い
、
こ
こ
で

は
海
山
両
線
の
距
離
は
一
〇
キ
ロ
と
少
し
し

か
な
い
。
海
山
両
線
を
隔
て
る
山
脈
の
厚
み

に
も
、
厚
い
と
こ
ろ
と
薄
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
思
わ
ず
「
厚
い
」「
薄
い
」
と
言
っ

東廻公路海線沿いの絶景

い
う
「
弁
当
」
を
こ
の
よ
う
に
表
記
し
て
、「
ベ

ン
タ
ン
」
と
発
音
す
る
。
元
は
も
ち
ろ
ん
日

本
語
だ
。
本
店
と
は
言
う
も
の
の
、
こ
ぢ
ん

ま
り
と
し
た
田
舎
の
駅
前
食
堂
に
過
ぎ
な
い
。

レ
ジ
で
八
〇
元
の
券
を
買
い
、
席
で
ボ
ン
ヤ

リ
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
店
員
が
来
な
い
。

奥
の
窓
口
で
自
己
申
告
し
、
便
當
と
引
き
替

え
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
の
だ
。
ま
る

で
お
役
所
の
よ
う
だ
。

　

日
本
人
の
舌
に
は
や
や
甘
す
ぎ
る
お
か
か

の
田
麩
に
、
鶏
肉
、
豚
肉
、
魚
の
ほ
ど
よ
い

お
か
ず
、
そ
し
て
主
役
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、

台
湾
一
の
誉
れ
も
高
い
池
上
米
だ
。
日
本
の
、

た
と
え
ば
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
匹
敵
す
る

ブ
ラ
ン
ド
米
だ
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
う
ま
さ

と
や
や
違
う
方
向
を
目
指
し
て
い
て
、
サ
サ

ニ
シ
キ
や
フ
サ
オ
ト
メ
（
千
葉
県
の
銘
柄
）

台湾田全土に名声を博している全美池上便當
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た
。

「
ア
・
リ
・
ガ
・
ト
ー
」

　

ア
ミ
族
の
小
姐
が
歌
う
よ
う
に
言
っ
た
が
、
歌
い
た
い
気
分
だ
っ
た
の
は
こ
っ
ち
だ
っ
た
。

　

こ
の
地
図
帳
に
救
わ
れ
た
の
は
こ
れ
で
二
度
目
だ
。
高
雄
に
置
い
て
こ
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
俺
を
大
事
に
し
ろ
よ―

―

リ
ュ
ッ
ク
に
戻
さ
れ
な
が
ら
、
地
図
帳
が
そ
う
言
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
た
。

　

よ
う
や
く
海
岸
の
絶
景
を
楽
し
む
余
裕
も
で
き
、
こ
の
日
最
後
の
数
十
キ
ロ
を
楽
し
く
走
る
。

　

夕
刻
、
二
〇
分
ほ
ど
「
南
京
街
」
を
探
し
た
あ
げ
く
、
今
日
の
宿
、
馨シ
ン
イ
セ
イ
チ

憶
精
緻
民
宿
に
た
ど
り
つ
い
た
。

部
屋
に
荷
物
を
入
れ
、
す
ぐ
夕
食
と
買
い
物
に
出
る
。

　

前
に
こ
の
町
に
来
た
と
き
は
、
列
車
の
乗
り
継
ぎ
の
二
時
間
を
惜
し
ん
で
、
美
崙
山
公
園
と
台
湾
一
と

呼
ば
れ
る
ワ
ン
タ
ン
屋
を
、忙
し
く
タ
ク
シ
ー
で
経
巡
っ
た
も
の
だ
。
そ
の
ワ
ン
タ
ン
屋
「
液
香
扁
食
店
」

は
、
民
宿
の
目
と
鼻
の
先
だ
が
、
残
念
な
が
ら
ワ
ン
タ
ン
が
売
り
切
れ
た
ら
し
く
、
早
々
と
店
じ
ま
い
し

て
い
た
。
代
わ
り
に
近
く
の
「
戴
記
扁
食
」
で
食
べ
る
。
セ
ロ
リ
が
効
い
た
薄
味
の
ス
ー
プ
は
、
液
香
扁

食
店
の
四
年
前
の
味
の
記
憶
と
比
べ
て
も
区
別
が
つ
か
な
い
。
宿
の
女
将
に
よ
れ
ば
、
液
香
扁
食
店
の
親

戚
筋
に
あ
た
る
人
が
の
れ
ん
分
け
し
て
も
ら
っ
た
店
だ
と
か
。
で
も
も
う
少
し
遠
く
に
店
開
き
し
な
い
と

共
倒
れ
に
な
ら
な
い
か
？　

と
あ
ら
ぬ
心
配
を
す
る
。

　

こ
れ
で
人
心
地
つ
い
た
後
、
近
く
の
靴
屋
で
「
サ
ン
ダ
ル
以
上
靴
未
満
」
の
よ
う
な
履
物
を
買
う
。
右

ち
ゃ
う
く
ら
い
、
こ
の
あ
た
り
の
山
々
は
板
の
よ
う
に
そ
び
え
立
ち
、
中
央
山
脈
の
堂
々
た
る
山
容
と
は

ま
た
別
の
厳
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。
や
が
て
九
号
線
に
出
て
、
茫
漠
と
煙
る
海
岸
沿
い
の
道
を
ひ
た
す
ら

走
っ
た
。

　

だ
が
、
ち
ょ
っ
と
や
ば
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
く
る
ま
で
の
五
〇
キ
ロ
、
加
油
站
が
あ
り

し
だ
い
燃
料
補
給
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
、
な
い
。
見
渡

す
か
ぎ
り
人
家
す
ら
な
い
海
岸
沿
い
の
道
を
、
燃
料
の
切
れ
か
け
た
バ
イ
ク
で
ひ
た
す
ら
走
る
心
細
さ
と

い
っ
た
ら
…
…
。

　

よ
う
や
く
豊
原
と
い
う
小
さ
な
町
に
着
い
た
が
、
そ
こ
に
も
加
油
站
は
見
あ
た
ら
な
い
。

「
落
ち
着
け
」

　

僕
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
こ
の
旅
行
で
二
度
目
に
な
る
台
詞
を
吐
い
た
。「
い
き
あ
た
り
ば
っ
た
り
に

動
く
と
、
泣
き
を
見
る
ぞ
」

　

座
席
の
後
ろ
に
ネ
ッ
ト
で
固
定
し
た
リ
ュ
ッ
ク
の
中
か
ら
、
例
の
分
厚
い
地
図
帳
を
取
り
出
し
て
眺
め

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
海
沿
い
に
は
こ
れ
か
ら
も
数
十
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
加
油
站
は
な
く
、
一
キ
ロ
ほ
ど

先
の
、豊
原
集
落
の
道
を
左
折
し
て
し
ば
ら
く
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、小
さ
く
「
一
般
加
油
站
（
二
四
小
時
）」

の
マ
ー
ク
が
！

「
つ
ぶ
れ
た
り
し
て
る
な
よ
」

　

と
祈
り
な
が
ら
、よ
う
や
く
た
ど
り
着
く
。
ほ
と
ん
ど
タ
ン
ク
容
量
一
杯
に
入
っ
た
。
本
当
に
危
な
か
っ
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ら
い
走
る
こ
と
に
な
る
の
か
？　

考
え
る
と

怖
い
気
さ
え
す
る
。

■
台
北
は
バ
イ
ク
の
「
バ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
」

（
二
月
一
四
日
）

　

こ
の
日
は
花
連
か
ら
九
号
線
を
北
上
し
、

首
都
・
台
北
に
た
ど
り
着
く
。
途
中
、
太
魯

閣
渓
谷
に
寄
る
。

　

出
発
前
、
民
宿
の
従
業
員
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
マ
リ
ー
さ
ん
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ

た
。
つ
い
で
に
ち
ゃ
っ
か
り
二
シ
ョ
ッ
ト
も
。

台
湾
に
は
ア
ジ
ア
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
種

が
仕
事
を
求
め
て
や
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ

だ
け
多
彩
な
女
性
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
。

　

朝
市
の
賑
わ
い
の
中
を
抜
け
、
九
号
線
を

北
へ
。
一
時
間
ほ
ど
で
、
太
魯
閣
渓
谷
の
入

口
に
つ
く
。
こ
こ
か
ら
天
祥
ま
で
の
一
九
キ

民宿の従業員・マリーさんと二ショットで

足
の
靴
擦
れ
の
痛
み
が
限
界
に
来
て
い
た
の
で
、行
儀
悪
く
路
上
で
履
き
替
え
、代
わ
り
に
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ー

ツ
を
袋
に
入
れ
る
。
あ
あ
爽
快
だ
！　

靴
先
が
ア
ヒ
ル
の
嘴
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
靴
擦
れ
に
も

当
た
ら
ず
、
い
く
ら
で
も
歩
け
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
は
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
と
き
だ
け
ブ
ー
ツ

を
履
こ
う
。

　

夜
八
時
頃
、
こ
の
民
宿
の
オ
ー
ナ
ー
、
日
本
人
の
片
桐
秀
明
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
、
烏
龍
茶
を
飲
み

な
が
ら
話
を
伺
う
。
こ
こ
に
泊
ま
る
と
『
花
蓮
を
中
心
と
し
た
東
台
湾
開
発
の
歴
史　

―
―

「
台
湾
人
が

親
日
的
な
理
由
」
を
解
き
明
か
す
』（
私
家
版
）
と
い
う
興
味
深
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
く
れ
る
の
で
、
部

屋
で
パ
ラ
パ
ラ
と
斜
め
読
み
し
て
き
た
。
原
住
民
の
「
土
地
を
返
せ
」
運
動
に
密
か
に
関
わ
っ
て
い
る
日

本
人
の
こ
と
と
か
、
霧
社
事
件
や
七
脚
川
事
件
な
ど
、
日
本
統
治
期
の
原
住
民
と
の
不
幸
な
過
去
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

片
桐
さ
ん
は
五
五
歳
く
ら
い
ま
で
、
あ
る
製
鉄
会
社
で
プ
ラ
ン
ト
建
設
の
責
任
者
を
し
て
お
り
、
台
湾

に
も
プ
ラ
ン
ト
輸
出
の
仕
事
で
数
年
間
来
て
い
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
、「
自
分
だ
け
で
も
生
活
し
て
ゆ
け

る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
六
年
前
に
脱
サ
ラ
し
て
民
宿
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。
台
湾

人
の
奥
さ
ん
と
も
そ
の
こ
ろ
知
り
合
っ
た
の
か
と
思
う
が
、
聞
き
そ
び
れ
た
。
脱
サ
ラ
同
士
、
話
が
は
ず

む
。
も
う
還
暦
を
過
ぎ
て
い
る
が
、
髪
こ
そ
白
い
も
の
の
、
声
に
も
張
り
が
あ
っ
て
若
々
し
く
、
元
鉄
鋼

マ
ン
ら
し
い
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
御
仁
だ
。

　

こ
の
日
も
走
行
距
離
は
三
〇
三
キ
ロ
と
、
大
幅
に
予
定
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。
全
部
で
ど
の
く
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や
っ
て
く
れ
る
加
油
站
が
少
な
い
こ
と
は
、
さ

ら
に
一
〇
〇
〇
キ
ロ
走
っ
て
か
ら
二
度
目
の

オ
イ
ル
交
換
で
思
い
知
る
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
で
、
交
換
後
、
店
員
が
オ
イ
ル
警
告
ラ

ン
プ
の
消
し
方
を
知
ら
ず
、
あ
れ
こ
れ
試
し

て
い
る
う
ち
に
、
大
事
な
ト
リ
ッ
プ
メ
ー
タ
ー

を
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ま
で

六
八
四
キ
ロ
走
っ
た
か
ら
、
こ
れ
以
降
は
い

ち
い
ち
そ
れ
を
加
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

很ヘ
ン
マ
ー
フ
ァ
ン

麻
煩
（
面
倒
く
さ
い
）
！

　

災
難
は
さ
ら
に
続
い
た
。
し
ば
ら
く
走
っ

た
後
、
よ
せ
ば
い
い
の
に
自
分
で
警
告
ラ
ン
プ

を
消
そ
う
と
し
て
、
う
っ
か
り
い
た
ず
ら
防

止
の
キ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
し
ま
っ
た
。

開
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
青
く
な
っ

た
、
新
城
の
近
く
の
修
理
屋
ま
で
バ
イ
ク
を

押
し
て
歩
き
、
そ
こ
の
大ア
ニ
キ哥

に
教
え
を
請
う

東海岸の難所・清水断崖

ロ
を
往
復
す
る8

号
線
は
、巨
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
雄
大
な
渓
谷
沿
い
の
道
で
あ
る
。
そ
の
間
に
長
春
祠
、

九
曲
洞
、
慈
母
亭
、
祥
徳
寺
な
ど
の
名
所
が
散
在
す
る
。

　

天
祥
の
標
高
は
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
こ
の
名
は
南
宋
末
の
忠
臣
で
、「
正
気
の
歌
」
を
詠
ん
だ
文

天
祥
に
基
づ
く
。
政
府
が
こ
こ
を
観
光
地
と
し
て
持
ち
上
げ
て
い
る
の
に
は
、
元
の
禄
を
食
む
こ
と
を
潔

し
と
せ
ず
刑
死
し
た
文
天
祥
を
、
中
国
共
産
党
の
支
配
を
潔
し
と
せ
ず
大
陸
反
攻
を
掲
げ
て
き
た
国
民
党

の
党
是
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
。
以
前
は
こ
こ
に
太
魯
閣
族
塔
比
多(Tabido)

部
落
が
あ
っ
た
と
い

う
。
土
木
工
事
技
術
も
な
い
時
代
に
、
よ
く
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
入
っ
て
き
た
も
の
だ
。

　

八
号
線
を
登
っ
て
い
る
間
に
早
く
も
オ
イ
ル
警
告
ラ
ン
プ
が
つ
く
。
ト
リ
ッ
プ
は
ま
だ
六
五
〇
キ
ロ
く

ら
い
。

「
な
ん
だ
よ
出
租
屋
、
一
〇
〇
〇
キ
ロ
走
っ
た
ら
必
ず
オ
イ
ル
交
換
も
何
も
、
そ
れ
ま
で
持
た
ね
ー
じ
ゃ

ね
え
か
」

　

な
ど
と
悪
態
を
つ
き
な
が
ら
走
る
。

　

こ
の
八
号
線
は
東
西
横
貫
公
路
と
呼
ば
れ
、
天
祥
か
ら
先
に
一
六
〇
キ
ロ
く
ら
い
走
れ
ば
台
中
に
至

る
。
次
に
来
た
時
は
ぜ
ひ
走
っ
て
み
た
い
も
の
だ
。
今
日
は
お
と
な
し
く
登
っ
て
来
た
道
を
引
き
返
し
、

海
沿
い
の
九
号
線
（
蘇
花
公
路
）
に
出
る
。
こ
れ
か
ら
一
番
の
難
所
で
あ
る
清
水
断
崖
を
抜
け
て
蘇
澳
へ

向
か
う
の
だ
。

　

最
初
の
加
油
站
で
オ
イ
ル
交
換
は
で
き
た
が
、
こ
れ
は
僕
の
幸
運
で
あ
り
、
台
湾
で
は
オ
イ
ル
交
換
を
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ど
と
表
記
さ
れ
、
他
に
は
何
の
文
字
も
な
い
。
将
来
は
と
も
あ
れ
、
ま
だ
こ
ん
な
の
で
済
ん
で
し
ま
う
の

だ
か
ら
、
総
数
は
数
万
台
未
満
な
の
だ
。
機
種
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
製
で
、
特
にYAM

AH
A FZR

の600

や1000

を
よ
く
見
か
け
る
。
他
に
も
ハ
ー
レ
ー
を
二
、三
回
、BM

V

やD
U
CATI

は
つ
い
ぞ
見
な
か
っ
た
。

前
に
書
い
た
よ
う
に
、
出
租
屋
で
も
大
枚
は
た
け
ば
大
型
バ
イ
ク
は
借
り
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
思
う
に
、
台
湾
の
道
に
あ
ま
り
大
き
な
バ
イ
ク
は
似
合
わ
な
い
。
リ
ッ
タ
ー
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

本
気
を
出
せ
ば
、
北
か
ら
南
ま
で
三
時
間
で
走
れ
て
し
ま
う
。「
国
道
」
と
呼
ば
れ
る
高
速
道
路
に
二
輪

車
は
入
れ
な
い
。
日
本
で
言
え
ば
首
都
高
や
阪
神
高
速
に
あ
た
る
「
快
速
公
路
」
に
、
よ
う
や
く
五
五
〇

cc

以
上
の
バ
イ
ク
が
入
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
台
湾
で
「
機
車
騎
士
」
と
呼
ば
れ
る
バ
イ
ク
乗
り
た
ち
は
、

ま
だ
存
分
に
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。
こ
の
条
件
を

踏
ま
え
て
言
え
ば
、
や
は
り
台
湾
の
道
に
は
せ
い
ぜ
い
二
五
〇
ｃ
ｃ
ま
で

の
ス
ク
ー
タ
ー
か
、
六
〇
〇
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の
ネ
イ
キ
ッ
ド
・
バ
イ
ク
が
似

合
う
だ
ろ
う
。

　

北
宜
公
路
の
峠
越
え
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
恍
惚
は
台
北

市
内
に
入
っ
て
戦
慄
に
変
わ
っ
た
。
な
、
な
ん
だ
こ
れ
は
…
…
信
号
が
変

わ
る
ご
と
に
、
数
十
台
の
バ
イ
ク
が
各
自
の
最
適
経
路
を
め
が
け
て
ま
っ

し
ぐ
ら
に
進
む
。
歩
行
者
に
便
利
な
信
号
の
残
り
秒
数
表
示
も
、公
道
レ
ー

ス
の
ス
タ
ー
ト
の
合
図
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
気
を
つ
け
な
い

快速公路は五五〇ｃｃ以上限定

た
。
キ
ー
の
頭
に
つ
い
て
い
る
イ
ボ
み
た
い
な
部
分
を
、
閉
ま
っ
た
キ
ー
の
穴
に
差
し
込
ん
で
捻
れ
ば
よ

い
の
だ
。
こ
ん
な
の
、
教
わ
ら
な
け
れ
ば
一
生
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
謝
謝
大
哥
！

　

九
号
線
を
さ
ら
に
北
へ
向
か
う
と
、
清
水
断
崖
に
さ
し
か
か
る
。
垂
直
に
近
く
切
り
立
つ
絶
壁
の

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
に
、
道
が
紐
の
よ
う
に
張
り
付
い
て
い
る
。
ダ
ン
プ
カ
ー
や
バ
ス
な
ど
も
含

め
て
車
通
り
が
激
し
い
上
、
バ
イ
ク
を
停
め
ら
れ
る
路
肩
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
断
崖
の
写
真
を
撮
る

の
に
、
ず
い
ぶ
ん
怖
い
目
に
遭
っ
た
。

　

進
む
に
つ
れ
、海
か
ら
濃
い
霧
が
吹
き
寄
せ
て
き
た
。
氷
の
魔
女
の
息
吹
の
よ
う
な
冷
た
い
霧
で
あ
る
。

だ
が
、
も
ち
ろ
ん
海
霧
が
冷
た
い
の
で
は
な
い
。
山
上
か
ら
吹
き
下
ろ
す
冷
気
に
、
海
か
ら
吹
い
て
く
る

湿
っ
た
風
が
ぶ
つ
か
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
で
濃
い
霧
に
な
る
の
だ
。

　

蘇
澳
の
街
か
ら
は
、
九
号
線
と
二
号
線
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
二
号
線
で
海
沿
い
を
走
る
こ
と
に

し
た
。

　

午
後
二
時
四
〇
分
、
出
発
以
来
八
一
六
キ
ロ
、
頭
城
周
辺
。
こ
の
ま
ま
海
沿
い
の
二
号
線
を
行
こ
う
か

と
も
思
っ
た
が
、
台
北
ま
で
基
隆
経
由
で
ま
だ
一
三
九
キ
ロ
も
あ
る
。
見
た
か
っ
た
九
份
や
基
隆
は
翌
日

に
回
す
こ
と
に
し
て
、
九
号
線
（
北
宜
公
路
）
で
台
北
ま
で
の
七
四
キ
ロ
を
お
と
な
し
く
帰
る
こ
と
に
し

た
。
こ
の
道
は
台
北
県
や
宜
蘭
県
の
バ
イ
ク
乗
り
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
ら
し
く
、
ど
こ
に
で
も
い
る
ス
ク
ー

タ
ー
だ
け
で
な
く
、
南
部
で
は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
大
型
バ
イ
ク
も
多
か
っ
た
。
台
湾
で
つ
い
最
近
解
禁
に

な
っ
た
大
型
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
赤
色
で
、「AB45
」
と
か
「FM

93

（
ラ
ジ
オ
局
か
）」
な
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■
環
島
ツ
ー
リ
ン
グ
は
一
日
休
み
（
二
月
一
五
日
）

　

台
北
近
辺
の
観
光
地
・
九
份
や
基
隆
を
見
る
予
定
な
の
だ
が
、「
環
島
ツ
ー
リ
ン
グ
」
で
あ
る
以
上
、

最
北
端
の
石
門
洞
に
は
ぜ
ひ
行
か
ね
ば
、
と
い
う
気
が
し
て
き
た
。

　

中
華
粥
と
た
っ
ぷ
り
の
お
か
ず
で
、
昼
飯
抜
き
で
も
済
む
く
ら
い
食
べ
た
後
、
部
屋
に
備
え
付
け
の
電

話
帳
で
「
機
車
出
租
」
の
項
を
調
べ
て
み
る
。「
汽
車
」
や
「
貨
車
」
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、「
機
車
」
は

非
常
に
少
な
く
、
台
北
市
西
区
の
「
消タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ

費
指
南
」
に
は
、「
山
口
重
型
機
車
出
租
」
の
一
件
し
か
載
っ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
も
名
前
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
大
型
バ
イ
ク
専
門
の
出
租
店
だ
ろ
う
。
台
北
に
機
車
出

租
店
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
噂
は
、
ど
う
や
ら
真
実
ら
し
い
。

　

今
ま
で
に
な
く
ゆ
っ
く
り
支
度
を
し
、
九
時
半
に
出
発
し
た
。
ホ
テ
ル
か
ら
南
北
に
走
る
幹
線
道
路
・

中
山
路
を
南
へ
、
台
北
駅
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
左
折
し
て
忠
孝
路
を
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
、
そ
れ
が
自
然
に

五
号
線
で
あ
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
台
湾
の
都
市
内
の
通
り
は
慣
れ
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
が
、
こ
の

よ
う
に
「
中
山
路
」
が
街
を
二
分
す
る
よ
う
に
南
北
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ぎ
に
「
中
正
路
」

が
そ
れ
と
直
交
し
て
走
っ
て
い
る
か
ら
、こ
の
二
つ
の
通
り
の
名
前
を
覚
え
る
の
が
第
一
歩
で
あ
る
。「
中

山
」
は
孫
文
の
、「
中
正
」
は
中
華
民
国
を
建
国
し
た
蒋
介
石
の
尊
号
。

　

台
北
か
ら
五
号
線
で
基
隆
へ
。
基
隆
港
は
、
日
本
統
治
期
に
栄
え
た
台
湾
の
玄
関
口
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
は
二
号
線
（
濱
海
公
路
）
を
辿
っ
て
、
瑞
濱
か
ら
瑞
芳
を
通
っ
て
山
に
入
る
。

と
今
日
に
で
も
事
故
る
ぞ
、
と
身
を
引
き
締
め
た
。
洪
さ
ん
の
原
付
に
乗
っ
か
っ
て
走
っ
た
高
雄
が
い
い

か
げ
ん
な
危
な
さ
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
台
北
の
は
も
っ
と
殺
伐
と
し
た
、
競
争
的
な
危
な
さ
で
あ
る
。

　

命
か
ら
が
ら
と
い
う
気
分
で
、
午
後
五
時
過
ぎ
に
「
優
美
ホ
テ
ル
」
に
到
着
し
た
。
こ
こ
に
泊
ま
る
の

は
前
回
の
旅
行
以
来
二
回
目
だ
が
、
そ
の
時
に
は
「
友
美
ホ
テ
ル
」
と
い
う
名
前
だ
っ
た
。

「
去
年
、
改
名
し
た
ん
で
す
よ
」

　

と
い
う
フ
ロ
ン
ト
係
は
、
四
年
前
に
も
い
た
小
姐
だ
。
台
北
の
街
で
迷
子
に
な
っ
た
僕
が
、
市
内
の
交

番
に
保
護
さ
れ
た
と
き
、

「
パ
ト
カ
ー
で
送
っ
て
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」

　

と
す
ご
い
提
案
を
し
た
猛
者
で
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
近
辺
を
ぶ
ら
つ
い
た
あ
げ
く
、「
日
式
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
の
店
で
夕
食
を
取
る
。
日
（
本
）
式

と
は
言
っ
て
も
、
同
じ
な
の
は
「
お
湯
で
肉
や
野
菜
を
湯
が
い
て
食
べ
る
」
こ
と
だ
け
で
、
後
は
す
っ

か
り
台
湾
料
理
化
し
て
い
る
。
客
が
好
き
に
作
る
タ
レ
も
、
置
い
て
あ
る
材
料
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
た
っ

て
決
し
て
和
風
に
は
な
ら
な
い
。
僕
は
そ
れ
で
も
よ
い
の
で
、
ニ
ン
ニ
ク
醤
油
風
の
タ
レ
で
羊
肉
と
野
菜

を
食
べ
た
。
台
湾
ビ
ー
ル
に
清
酒
一
本
。
こ
の
旅
行
で
は
じ
め
て
の
ぜ
い
た
く
な
夕
食
だ
が
、
そ
れ
で
も

四
七
〇
元
と
い
う
安
さ
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
の
走
行
距
離
は
二
八
七
キ
ロ
。
や
は
り
ツ
ー
リ
ン
グ
旅
行
で
は
、
計
画
よ
り
も
何
割
か
余
計
に

走
る
覚
悟
が
要
る
よ
う
だ
。
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午
後
四
時
、
台
北
に
戻
っ
た
僕
は
、
欲
ば
っ
て
閉
館
間
際
の
故
宮
博
物
院
に
駆
け
つ
け
た
。

「
ホ
ン
ト
は
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
」

　

と
洪
さ
ん
の
真
似
を
し
な
が
ら
、
付
近
の
公
園
の
茂
み
に
バ
イ
ク
を
停
め
、
入
館
す
る
。
昨
日
の
土
曜

日
な
ら
八
時
ま
で
営
業
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
今
か
ら
入
っ
て
も
三
〇
分
し
か
な
い
。
し
か
た
な
く
入
口

外
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
時
間
ま
で
物
色
す
る
。
故
宮
博
物
院
に
は
九
枚
組
の
公
式
解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
あ
っ
て
、
前
回
来
た
と
き
、
取
り
あ
え
ず
「
陶
磁
器
編
」
を
買
っ
た
が
、
今
日
は
そ
の
他
興
味
の
あ
る

分
野
を
四
枚
買
う
。
残
り
は
こ
の
次
来
た
と
き
の
楽
し
み
に
し
て
お
く
。
そ
れ
か
ら
「
マ
イ
箸
」
に
す
る

つ
も
り
で
、
故
宮
博
物
院
謹
製
の
持
ち
運
べ
る
箸
を
買
っ
た
。
締
め
て
四
〇
〇
〇
元
く
ら
い
。
大
盤
振
る

舞
い
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
く
ら
い
使
わ
な
い
と
手
持
ち
の
台
湾
ド
ル
が
余
っ
て
し
ま
う
。
齢
を
重
ね
る
に

し
た
が
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
美
し
い
物
が
好
き
に
な
っ
て
ゆ
く
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
？　

僕
の
場
合
、
所
有
欲

で
な
い
の
が
幸
い
だ
が
。

　

昨
夜
と
同
じ
ホ
テ
ル
で
、
エ
ア
バ
ッ
グ
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
「
鎧
」
を
脱
ぎ
捨
て
、
身
軽
に
な
っ
て
街
に

繰
り
出
す
。M

RT

の
雙
連
站
を
越
え
て
民
生
西
路
を
歩
い
て
ゆ
く
と
、
ち
ょ
う
ど
寧
夏
路
の
小
さ
な
夜

市
に
出
く
わ
し
た
。
何
か
食
べ
る
気
で
冷
や
か
す
が
、
意
外
と
食
欲
を
そ
そ
る
も
の
が
少
な
い
。

　

日
本
に
帰
っ
た
ら
誰
彼
に
、

「
い
や
ー
、
台
湾
は
食
う
も
の
、
食
う
も
の
、
う
ま
す
ぎ
て
さ
あ
」

　

な
ど
と
自
慢
し
て
み
た
い
も
の
だ
が
、
結
局
、
僕
の
味
覚
は
基
本
的
に
日
本
人
な
の
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ

　

隣
村
の
金
瓜
石
と
間
違
え
た
り
し
た
が
、
よ
う
や
く
無
事
に
九
份
に
た
ど
り
着
い
た
。
か
つ
て
金
鉱
で

栄
え
た
町
で
、
斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
建
つ
古
い
家
並
み
が
郷
愁
を
誘
う
。
日
曜
日
と
あ
っ
て
大
変
な

人
手
だ
っ
た
。
そ
こ
ら
の
ガ
レ
ー
ジ
に
五
〇
元
で
バ
イ
ク
を
停
め
、
古
い
町
並
み
を
歩
く
。
一
番
の
繁
華

街
で
あ
る
基
山
街
で
は
、
行
列
が
進
ま
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
臭
豆
腐
の
屋
台
の
前
だ
っ
た
り
し
て
、
結

構
つ
ら
い
思
い
を
し
た
。

　

基
山
街
の
屋
台
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
石
段
を
下
る
と
、
映
画
『
悲
情
城
市
』
の
ロ
ケ
地
と
し
て
有

名
な
茶
飯
店
の
前
に
出
る
。
観
光
客
が
必
ず
写
真
を
撮
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
日
本
人
客
も
多
い
の
だ
が
、
そ

れ
な
ら
こ
の
映
画
も
日
本
で
も
も
う
少
し
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
よ
い
と
思
う
。
ま
だ
若
い
ト
ニ
ー
・
レ

オ
ン
（
梁
朝
偉
）
の
抑
え
た
演
技
が
す
ば
ら
し
い
。
耳
が
不
自
由
な
役
に
し
た
の
は
、
レ
オ
ン
が
台
湾
語

を
話
せ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
か
。

　

山
を
降
り
て
基
隆
に
戻
り
、
北
海
岸
を
巡
る
二
号
線
に
入
る
。
昨
日
は
行
か
れ
な
か
っ
た
最
北
端
へ
の

道
だ
。
里
程
標
に
よ
れ
ば
、
台
北
ま
で
は
思
い
の
外
近
く
五
〇
キ
ロ
程
度
で
あ
る
。

　

午
後
二
時
半
、
早
く
も
こ
の
ツ
ー
リ
ン
グ
の
総
走
行
距
離
は
一
〇
〇
〇
キ
ロ
の
大
台
に
乗
っ
た
。
台
湾

最
北
端
の
石
門
洞
は
、
最
南
端
の
鵝
鑾
鼻
と
違
い
、
あ
っ
さ
り
し
た
景
勝
地
だ
っ
た
。
思
え
ば
四
日
前
、

鵝
鑾
鼻
の
四
阿
で
海
を
眺
め
て
い
た
の
が
、
も
う
遠
い
昔
の
よ
う
だ
。
人
の
経
験
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
忘
れ

ら
れ
、
風
化
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
文
章
だ
け
が
、
よ
う
や
く
定
着
さ
れ
て
残
る
。
思

え
ば
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
恐
怖
は
、
作
家
が
文
章
を
書
き
続
け
る
た
め
の
推
進
力
で
あ
る
。
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一
時
間
ほ
ど
走
っ
て
桃
園
を
抜
け
る
こ
ろ
か
ら
、霧
雨
が
降
り
出
す
。
雨
粒
は
見
え
な
い
が
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
バ
イ
ザ
ー
や
む
き
出
し
の
上
着
の
袖
が
濡
れ
て
ゆ
く
。
座
席
の
後
部
に
ネ
ッ
ト
で
固
定
し
た
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
く
る
み
、
止
め
直
す
。
人
間
様
の
方
は
、
麻
煩
な
の
で
止
め
た
。
濡
れ
る
の

が
苦
に
な
る
ほ
ど
の
雨
で
は
な
い
し
、
台
湾
に
い
る
と
、
自
然
と
雨
を
苦
に
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

新
竹
を
す
ぎ
て
頭
份
。
こ
こ
ま
で
は
一
〇
〇
キ
ロ
か
そ
こ
ら
な
の
に
、
そ
の
割
に
時
間
が
か
か
っ
た
の

は
、
台
北
か
ら
桃
園
付
近
ま
で
に
信
号
が
多
か
っ
た
の
と
、
え
え
と
…
…
国
道
沿
い
の
檳
榔
（
ビ
ン
ロ
ウ
、

台
湾
語
で
ビ
ン
ヌ
ン
）
売
り
の
店
に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
。

　

檳
榔
は
檳
榔
樹
と
い
う
小
型
の
椰
子
の
木
み
た
い
な
植
物
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
実
を
加
工
し
て
作

る
、
台
湾
人
（
主
と
し
て
男
性
）
が
噛
む
嗜
好
品
を
指
す
。
噛
む
と
身
体
が
カ
ッ
カ
し
て
元
気
が
出
る
と

い
う
か
ら
、
ア
ッ
パ
ー
系
の
合
法
ド
ラ
ッ
グ
み
た
い
な
も
の
だ
ろ
う
。
檳
榔
樹
の
天
辺
近
く
に
固
ま
っ
て

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
生
っ
て
い
る
、
大
き
め
の
ド
ン
グ
リ
く
ら
い
の
実
で
、
嗜
好
品
と
し
て
の
檳
榔
は
、
ふ

つ
う
、実
に
切
れ
目
を
入
れ
、キ
ン
マ
の
葉
（
胡
椒
の
葉
だ
と
聞
い
た
が
、他
の
植
物
か
も
し
れ
な
い
）
と
、

食
い
物
だ
と
も
思
わ
れ
な
い
石
灰
や
赤
い
灰
が
少
量
塗
っ
て
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
象
を

撃
つ
』
を
読
ん
で
興
味
を
抱
い
た
の
が
、
も
う
三
〇
年
前
に
な
る
。

　

檳
榔
売
り
は
台
北
や
高
雄
の
よ
う
な
大
都
会
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
田
舎
町
で
も
必
ず
見
か
け
る
あ
り

ふ
れ
た
商
売
で
、
台
湾
に
お
け
る
檳
榔
産
業
全
体
の
規
模
は
知
ら
な
い
が
、
檳
榔
樹
の
栽
培
か
ら
、
嗜
好

品
と
し
て
の
製
造
、
売
り
手
ま
で
含
め
れ
ば
、
膨
大
な
人
数
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。
栽
培
植
物

と
淋
し
く
な
る
が
、
気
を
取
り
直
し
、
夜
市
の
近
く
の
店
で
「
炒
羊
肉
（
羊
肉
と
青
菜
の
炒
め
も
の
）」

を
肴
に
台
湾
ビ
ー
ル
を
干
し
た
。
こ
の
取
り
合
わ
せ
は
な
か
な
か
乙
だ
。

　

こ
の
日
の
走
行
距
離
は
二
〇
五
キ
ロ
。
ゆ
っ
く
り
休
む
つ
も
り
が
、
そ
れ
な
り
に
忙
し
い
一
日
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
の
ん
び
り
休
め
な
い
性
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、昼
飯
を
食
う
こ
と
を
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
た
。

■
台
湾
最
大
の
観
光
地
・
日
月
潭
へ
（
二
月
一
六
日
）

　

台
北
か
ら
台
中
ま
で
走
る
つ
い
で
に
、
計
画
で
は
翌
日
回
る
つ
も
り
だ
っ
た
日
月
潭
を
回
っ
て
し
ま
お

う
と
い
う
、
や
や
き
つ
い
コ
ー
ス
で
あ
る
。
実
は
、
嘉
義
で
適
当
な
ホ
テ
ル
が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今

日
明
日
中
に
台
南
ま
で
到
達
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
、
こ
れ
も
や
や
無
理
な
全
体
計
画
の
変
更
に
基
づ
い

て
い
る
。

　

所
持
金
の
残
り
は
一
万
五
千
元
（
約
五
万
円
）
く
ら
い
。
台
北
の
二
日
間
で
結
構
使
っ
た
つ
も
り
な
の

に
、
ま
だ
余
り
そ
う
。
読
め
な
い
台
湾
語
の
本
を
山
ほ
ど
買
い
込
ん
で
も
し
か
た
な
い
し
、
バ
イ
ク
じ
ゃ

大
荷
物
は
運
べ
な
い
か
ら
、
無
理
し
て
使
い
つ
く
す
こ
と
も
な
い
。

　

が
ん
ば
っ
て
朝
八
時
前
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。
中
山
道
を
下
り
、昨
日
と
は
逆
に
忠
孝
西
路
に
折
れ
る
と
、

そ
れ
が
台
湾
の
大
幹
線
で
あ
る
省
道
一
号
線
で
あ
る
。
中
山
路
と
忠
孝
路
の
交
差
点
に
は
、
台
湾
人
の
商

魂
の
た
く
ま
し
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
大
雑
居
ビ
ル
が
建
っ
て
い
る
か
ら
、
格
好
の
目
印
に
な
る
。
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に
準
ず
る
取
り
締
ま
り
関
係
者
に
見
え
た
ら

し
い
。
身
振
り
手
振
り
で
誤
解
を
解
き
、
よ

う
や
く
一
箱
の
檳
榔
を
購
っ
た
。
な
に
や
ら
扇

情
的
な
絵
柄
の
箱
に
入
っ
て
、
値
段
は
五
〇

元
。
一
〇
〇
元
で
な
か
っ
た
の
は
、
要
す
る

に
う
ま
く
会
話
が
成
立
せ
ず
、
あ
り
得
べ
き

そ
の
手
の
サ
ー
ビ
ス
が
残
念
な
が
ら
省
略
さ

れ
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
今
噛
ん
で
気
が

変
に
な
っ
て
も
困
る
の
で
、
実
験
は
台
中
の

ホ
テ
ル
に
た
ど
り
着
い
て
か
ら
に
し
よ
う
。

　

新
竹
ま
で
は
い
わ
ば
首
都
圏
ら
し
く
、
車

も
多
か
っ
た
が
、
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
ぐ
っ
と

す
い
て
き
た
。
幸
い
雨
も
あ
が
っ
た
。
一
号

線
の
様
子
も
わ
か
っ
た
こ
と
だ
し
、
別
の
道

を
行
っ
て
み
た
く
も
な
る
。

　

頭
份
か
ら
県
道
一
二
四
号
線
に
入
り
、
鉄

道
の
西
部
幹
線
沿
い
を
通
る
一
号
線
か
ら
、

ツーリングに絶好の三号線

と
し
て
は
、
米
に
つ
い
て
二
番
目
だ
と
い
う
。
こ
ん
な
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
大
し
て
役
に
も
た
た
な
い
嗜

好
品
の
た
め
に
、
国
民
が
そ
ん
な
労
力
を
か
け
て
い
て
も
い
い
の
か
と
、
台
湾
の
将
来
を
憂
え
て
し
ま
う

く
ら
い
だ
。

　

で
、
何
を
気
を
と
ら
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
…
…
檳
榔
店
の
中
で
、
一
風
変
わ
っ
て
い
て
、
男
と

し
て
は
ど
う
し
て
も
興
味
を
惹
か
れ
て
し
ま
う
の
が
、
国
道
沿
い
や
観
光
地
の
店
で
あ
る
。
た
い
が
い
、

ア
ク
リ
ル
か
何
か
で
素
通
し
に
し
た
店
、
と
い
う
よ
り
ボ
ッ
ク
ス
に
、
バ
ー
ス
ツ
ー
ル
み
た
い
な
高
い
椅

子
を
置
き
、
そ
こ
に
超
ミ
ニ
の
ド
レ
ス
と
か
、
水
着
と
か
、
ナ
ー
ス
姿
と
か
、
時
に
は
下
着
姿
の
娘
が
脚

を
組
ん
で
腰
掛
け
、
ト
ラ
ッ
ク
や
仕
事
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
誘
う
の
だ
。
年
頃
の
娘
に
と
っ
て
は
割
の
い

い
バ
イ
ト
ら
し
く
、
十
八
歳
以
上
二
十
二
歳
く
ら
い
ま
で
の
娘
が
な
る
と
い
う
（
ダ
ウ
ト
！
）。
そ
う
で

な
い
「
檳
榔
専
業
」
の
店
と
ど
う
や
っ
て
共
存
で
き
る
の
か
と
言
え
ば
、
檳
榔
西
施
が
い
る
店
は
、
そ
う

で
な
い
店
よ
り
値
段
が
高
い
の
だ
。
一
箱
三
〇
元
の
檳
榔
が
西
施
の
店
で
は
五
〇
元
だ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ

と
胸
元
を
は
だ
け
る
と
か
、
そ
の
手
の
サ
ー
ビ
ス
が
つ
い
て
一
〇
〇
元
に
な
っ
た
り
す
る
。

　

こ
の
檳
榔
を
一
度
は
嗜
ん
で
み
た
か
っ
た
僕
は
、
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
り
、
だ
が
な
る
べ
く
好
み
の
娘
が

い
る
ボ
ッ
ク
ス
を
選
ん
で
、
野
良
猫
が
す
り
寄
る
よ
う
に
バ
イ
ク
を
停
め
た
。
檳
榔
西
施
が
注
文
を
聞
き

に
出
て
き
て
く
れ
な
い
の
で
、
ア
ク
リ
ル
の
ド
ア
を
バ
イ
ク
グ
ロ
ー
ブ
の
ご
つ
い
拳
で
、
コ
ン
コ
ン
、
と

優
し
く
叩
く
と
、
金
色
の
ビ
キ
ニ
姿
の
娘
は
驚
い
た
様
子
だ
。
ま
だ
話
も
し
て
い
な
い
の
に
日
本
人
と
わ

か
る
は
ず
も
な
く
、
要
す
る
に
ご
つ
い
エ
ア
バ
ッ
グ
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
込
ん
だ
僕
が
、
警
察
か
、
そ
れ
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ら
の
、
ぜ
い
た
く
極
ま
る
ツ
ー
リ
ン
グ
だ
っ

た
。

　

台
湾
最
大
の
観
光
地
を
ゆ
っ
く
り
と
一
周

し
終
え
た
僕
は
、
そ
こ
か
ら
台
中
へ
、
二
一

号
線
、
一
四
号
線
、
三
号
線
と
乗
り
継
い
で

帰
還
し
た
。
昨
日
あ
た
り
に
な
っ
て
よ
う
や

く
気
づ
い
た
の
だ
が
、
台
湾
の
里
程
標
は
、

そ
の
街
の
中
心―

―

た
と
え
ば
東
京
な
ら
日
本

橋
と
い
っ
た
代
表
地
点
で
は
な
く
、
そ
の
街

の
境
界
ま
で
の
距
離
を
示
し
て
い
る
ら
し
い
。

よ
っ
て
、
日
本
と
同
じ
感
覚
で
走
る
と
、
ま

ず
「
な
ん
だ
、
台
中
ま
で
こ
れ
だ
け
か
。
楽

勝
だ
ね
」
な
ど
と
ぬ
か
喜
び
さ
せ
ら
れ
、
つ

ぎ
に
「
ま
だ
つ
か
な
い
の
か
、お
か
し
い
な
あ
」

と
愚
痴
る
こ
と
に
な
る
。

　

午
後
八
時
に
よ
う
や
く
台
中
駅
前
の
ホ
テ

ル
に
到
着
。
台
中
站
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

台湾最大の観光地・日月潭

内
陸
の
山
沿
い
を
ゆ
く
三
号
線
に
乗
り
換
え
る
。
最
初
の
う
ち
こ
そ
傍
若
無
人
な
ト
ラ
ッ
ク
が
多
か
っ
た

が
、
や
が
て
車
通
り
も
ま
ば
ら
に
な
り
、
誰
に
も
遠
慮
せ
ず
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
楽
し
め
た
。
な
だ
ら
か
な

山
間
を
走
る
片
側
二
車
線
の
広
い
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
堪
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
時
々
、
道
に
野
良

犬
が
飛
び
出
し
て
く
る
。
台
湾
は
野
良
犬
が
多
い
。
そ
れ
も
な
ぜ
か
黒
犬
が
多
い
気
が
す
る
。

　

午
後
一
時
、
東
勢
。
こ
の
ま
ま
三
号
線
を
行
け
ば
三
〇
キ
ロ
足
ら
ず
で
台
中
ま
で
着
い
て
し
ま
う
。
雨

も
止
ん
で
暖
か
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
も
う
す
っ
か
り
日
月
潭
を
制
覇
す
る
気
に
な
っ
て
い
る
。
果
た

し
て
ど
れ
だ
け
の
距
離
が
上
乗
せ
さ
れ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
え
え
い
、
ま
だ
早
い
し
、
な
ん
と
か

な
る
わ
い
、
と
腹
を
く
く
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
雨
の
降
り
は
じ
め
か
ら
山
間
の
道
を
飛
ば
し
て
い
た
間
は
、
と
て
も
寒
か
っ
た
。
昼

飯
は
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、た
ま
ら
ず
東
勢
の
「
山
東
水
餃
」
と
か
い
う
小
さ
な
店
に
飛
び
込
み
、

「
原
汁
牛
肉
麺
」
七
〇
元
を
す
す
り
込
ん
で
、
寒
さ
で
消
耗
し
た
体
力
を
補
っ
た
。

　

東
勢
で
三
号
線
か
ら
八
号
線
へ
入
り
、
美
林
の
手
前
で
さ
ら
に
二
一
号
線
に
分
岐
す
る
。
こ
こ
か
ら
先

が
結
構
長
く
、
午
後
四
時
ご
ろ
に
よ
う
や
く
日
月
潭
の
ほ
と
り
に
た
ど
り
着
い
た
。
す
で
に
目
的
地
で
あ

る
台
中
を
南
に
数
十
キ
ロ
行
き
過
ぎ
て
い
る
。

　

夕
暮
れ
時
の
日
月
潭
を
一
周
す
る
の
は
、
外
国
人
観
光
客
に
は
め
っ
た
に
で
き
な
い
、
ぜ
い
た
く
な
観

光
コ
ー
ス
で
あ
る
。
周
囲
は
約
三
三
キ
ロ
。
タ
ク
シ
ー
で
回
れ
ば
結
構
な
金
額
に
な
る
だ
ろ
う
。
途
中
、

何
枚
も
写
真
を
撮
る
。
向
こ
う
岸
は
か
す
ん
で
見
え
な
い
。
台
湾
随
一
と
い
わ
れ
る
絶
景
を
楽
し
み
な
が
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ら
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
刻
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
い
た
く
な
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
で
は
な
く
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
て
も
し
か
た
な
い
な
あ
、と
思
え
る
く
ら
い
の
ホ
テ
ル
が
丁
度
い
い
の
だ
。
そ
の
点
、

こ
の
旅
で
の
ホ
テ
ル
の
選
択
は
ほ
ぼ
正
解
だ
っ
た
。
台
北
の
は
前
に
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
に
義
理
立
て
し
た

ま
で
で
、
そ
れ
が
一
番
高
い
宿
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
泊
ま
っ
た
二
日
間
も
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
寝
る
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
た
。

　

台
中
市
街
を
南
に
抜
け
、
三
号
線
を
南
下
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
目
的
地
の
台
南
ま
で
、
午
後
一
時
に
は

着
い
て
し
ま
う
が
、
実
は
昨
晩
、
新
中
横
公
路
を
通
っ
て
阿
里
山
へ
抜
け
て
み
よ
う
か
と
思
い
立
っ
た
の

で
あ
る
。
地
図
で
見
て
も
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
と
こ
ろ
を
通
る
は
ず
で
、
い
く
ら
亜
熱
帯
と
は

い
え
、
二
月
に
そ
の
高
度
で
は
路
面
が
凍
結
し
て
い
な
い
か
と
危
ぶ
ん
だ
が
、
ま
あ
そ
の
時
は
引
き
返
す

ま
で
だ
、
と
蛮
勇
を
ふ
る
っ
た
の
だ
。
せ
め
て
も
の
準
備
に
、
冬
用
の
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
下
着
の
上
下
を
着

込
ん
で
き
た
の
だ
が
、
平
地
の
国
道
で
は
か
え
っ
て
汗
が
噴
き
出
す
。

　

九
時
半
に
竹
山
の
手
前
で
三
号
線
か
ら
一
六
号
線
に
入
り
、
集
集
へ
。
す
ぐ
に
県
道
一
五
二
号
線
に
入

る
と
、
そ
れ
が
集
集
線
の
線
路
沿
い
だ
っ
た
。
幸
運
に
も
龍
泉
站
手
前
の
踏
切
で
ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
な
気

動
車
列
車
に
出
会
え
た
。

　

集
集
は
、
一
九
九
九
年
の
台
湾
大
地
震
の
震
源
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
統
治
時
代
に
作
ら
れ
た
古

い
駅
舎
も
地
震
で
倒
壊
し
た
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
建
て
直
し
た
と
い
う
か
ら
、
台
湾
の
人
々
が
そ
の

時
代
の
風
物
を
懐
か
し
み
こ
そ
す
れ
、
毛
嫌
い
し
て
い
な
い
の
が
、
中
国
や
韓
国
と
は
違
う
。
駅
の
横
に

八
階
か
ら
見
下
ろ
す
妙
な
部
屋
だ
。
小
さ
く
て
古
い
が
、
汚
く
は
な
い
。
一
泊
た
か
だ
か
九
五
〇
元
の
部

屋
に
、
こ
れ
以
上
の
期
待
は
酷
だ
ろ
う
。
明
日
は
朝
食
も
出
な
い
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
出
発
し
よ
う
。

　

今
日
の
走
行
距
離
は
な
ん
と
三
九
二
キ
ロ
！　

こ
の
旅
で
の
最
長
不
倒
距
離
に
違
い
な
い
。
台
湾
の
都

会
の
道
を
夜
走
る
の
は
、
ま
だ
い
さ
さ
か
怖
か
っ
た
。

■
台
湾
の
背
骨
に
迫
る
（
二
月
一
七
日
）

　

は
じ
め
の
計
画
を
大
き
く
変
更
し
、
新
中
横
公
路
を
通
っ
て
玉
山
や
阿
里
山
を
眺
め
る
、
こ
の
旅
で
の

最
高
地
点
を
通
る
コ
ー
ス
に
な
っ
た
。

　

駅
前
の
朝
の
賑
わ
い
に
起
こ
さ
れ
て
し
ま
う
。
窓
の
真
下
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
発
着
す
る
長
距
離

バ
ス
を
退
屈
し
の
ぎ
に
見
下
ろ
し
た
り
し
て
い
る
。
台
湾
で
は
バ
ス
会
社
同
士
が
熾
烈
な
値
引
き
競
争
を

演
じ
て
お
り
、
台
北
か
ら
高
雄
ま
で
三
五
〇
元
（
約
一
〇
〇
〇
円
！
）
と
か
、
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
儲

け
る
の
か
、
と
首
を
傾
げ
る
よ
う
な
割
引
料
金
に
お
目
に
か
か
る
。
バ
ス
と
バ
イ
ク
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
に

で
も
行
け
る
国
な
の
だ
。

　

朝
七
時
半
に
は
出
発
。
ツ
ー
リ
ン
グ
に
豪
華
な
宿
な
ど
要
ら
な
い
と
、
つ
く
づ
く
思
う
。
一
日
中
走
っ

て
帰
っ
て
く
れ
ば
、
後
は
ビ
ー
ル
で
も
飲
ん
で
寝
る
だ
け
で
あ
り
（
僕
の
場
合
は
そ
の
前
に
、
メ
モ
を

元
に
記
憶
を
辿
り
、
一
日
の
経
験
を
文
章
化
す
る
と
い
う
ち
ょ
っ
と
麻
煩
な
作
業
が
要
る
の
だ
が
）、
部

屋
の
よ
し
あ
し
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
ツ
ー
リ
ン
グ
に
は
早
起
き
早
出
が
三
文
の
得
だ
か
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泊
ま
り
、
せ
っ
か
く
朝
三
時
に
起
き
て
祝
山
か
ら
ご
来
光
を
眺
め
よ
う
と
し
た
の
に
、
曇
天
で
雲
し
か
見

え
な
か
っ
た
。
今
日
は
す
ば
ら
し
い
快
晴
で
、
台
湾
の
最
高
峰
・
玉
山
（
標
高
三
九
五
二
メ
ー
ト
ル
）
が

手
に
取
る
近
さ
に
眺
め
ら
れ
る
。
地
図
を
開
く
と
、
祝
山
よ
り
近
い
、
山
頂
か
ら
わ
ず
か
六
キ
ロ
の
距
離

ま
で
肉
迫
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
も
前
日
の
日
月
潭
一
周
と
同
様
、
よ
ほ
ど
の
準
備
が
な
け
れ
ば
観
光
客

に
は
縁
の
な
い
体
験
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で
自
由
に
や
っ
て
こ
ら
れ
る
の
が
、
バ
イ
ク
旅
の
最

大
の
魅
力
だ
。
道
の
味
わ
い
も
素
晴
ら
し
く
、
六
〇
キ
ロ
も
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
や
や
飽
き
て

し
ま
っ
た
く
ら
い
だ
。
何
と
い
う
罰
当
た
り
な
。

　

こ
こ
で
、
早
く
も
二
回
目
の
オ
イ
ル
警
告
ラ
ン
プ
が
つ
い
た
。
二
ス
ト
エ
ン
ジ
ン
で
は
な
い
か
ら
、
そ

う
致
命
的
な
サ
イ
ン
で
は
な
い
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
こ
の
バ
イ
ク
は
走
行
一
〇
〇
〇
キ
ロ
毎
に
一
リ
ッ
ト

ル
の
オ
イ
ル
を
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
し
い
。
日
本
の
原
付
二
種
も
そ
ん
な
で
し
た
っ
け
？

　

午
後
一
時
半
、
出
発
以
来
一
六
六
七
キ
ロ
。
つ
い
に
新
中
横
公
路
を
終
点
ま
で
走
り
終
え
、
阿
里
山
郷

に
入
っ
た
。
僕
の
さ
さ
や
か
な
冒
険
は
終
わ
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
海
沿
い
の
嘉
義
の
街
か
ら
、
森
林
を
か
き
分
け
る
よ
う
に
四
時
間
近
く
登
っ
て
く
る
森
林
鉄

道
が
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
デ
ス
と
並
ん
で
世
界
三
大
山
岳
鉄
道
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
の
「
阿
里

山
森
林
鉄
道
」
は
、
い
つ
も
予
約
で
一
杯
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
鉄
道
旅
行
が
本
来
持
っ
て
い
る
ス
リ

ル
と
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
し
て
く
れ
る
。
僕
は
前
回
の
旅
行
で
堪
能
し
た
か
ら
、
今
日
は

阿
里
山
站
に
は
寄
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
一
八
号
線
（
阿
里
山
公
路
）
を
降
り
る
こ
と
に
し
た
。

あ
っ
た
鉄
道
博
物
館
は
、
残
念
な
こ
と
に
農

産
物
直
売
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

集
集
を
出
て
す
ぐ
に
水
里
の
町
を
抜
け
る
。

こ
こ
か
ら
二
一
号
線
こ
と
新
中
横
公
路
は
、

台
湾
の
背
骨
・
中
央
山
脈
に
分
け
入
っ
て
玉

山
に
迫
り
、
阿
里
山
郷
に
抜
け
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
冒
険
だ
ぞ
、
と
気

を
引
き
締
め
る
。
何
し
ろ
六
〇
キ
ロ
、
標
高

二
六
一
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
る
山
道
を
駆
け

抜
け
る
の
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
一
箱
買
っ
た
の
は
、
道
に
迷
っ
た
時
の
用

心
で
あ
る
。
心
配
性
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
の
時
は
そ
の
く
ら
い
の
決
意
だ
っ

た
。

　

こ
こ
か
ら
の
二
時
間
の
ツ
ー
リ
ン
グ
は
、

こ
れ
ま
で
で
最
高
の
バ
イ
ク
体
験
に
な
っ
た
。

　

前
回
の
旅
行
で
は
阿
里
山
郷
の
ホ
テ
ル
に

台湾最高峰・玉山を間近に見上げる
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村
、
新
美
村
、
茶
山
村
と
、
ツ
ォ
ウ
族
の
部
落
を
見
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

午
後
四
時
前
、
命
か
ら
が
ら
、
と
い
う
感
じ
で
よ
う
や
く
三
号
線
に
出
る
。
素
直
に
国
道
だ
け
を
使
っ

た
ほ
う
が
は
る
か
に
早
か
っ
た
だ
ろ
う
。
教
訓―

―

地
図
上
で
近
く
て
も
、
山
道
を
近
道
と
思
わ
な
い
こ

と
。
特
に
台
湾
で
は
。

　

大
埔
の
町
で
燃
料
補
給
を
し
た
と
き
、
加
油
站
の
青
年
に
、

「
オ
イ
ル
交
換
で
き
ま
す
か
」

　

と
聞
い
た
ら
、
困
り
顔
で
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
き
た
が
、
言
葉
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

「
い
や
、
台
南
ま
で
行
っ
て
か
ら
交
換
す
る
よ
」

「
台
南
は
ま
だ
遠
い
か
ら
」

　

青
年
は
僕
を
引
き
留
め
、
ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ
た
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
か
誰
か
に
声
を
か
け
て
、
バ
イ

ク
修
理
屋
ま
で
案
内
す
る
よ
う
頼
ん
で
く
れ
た
。

「
い
い
わ
よ
」

　

気
軽
に
引
き
受
け
た
そ
の
女
の
子
の
バ
イ
ク
を
追
尾
し
、
町
の
小
さ
な
バ
イ
ク
屋
に
向
か
う
。
女
の
子

は
ブ
ヌ
ン
族
ら
し
く
、
角
角
で
後
ろ
を
振
り
返
る
笑
顔
が
な
ん
と
も
可
愛
い
。
オ
イ
ル
交
換
が
終
わ
る
ま

で
そ
の
場
で
見
て
い
て
く
れ
た
。

「
謝
謝
ニ
ー
」「
バ
イ
バ
イ
」

　

南
島
の
飛
行
場
の
整
備
兵
み
た
い
な
バ
イ
ク
屋
の
オ
ヤ
ジ
も
、
最
敬
礼
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。
台
湾
人

　

こ
の
日
は
一
つ
つ
ま
づ
き
を
し
た
。
龍
美
と

い
う
村
落
で
、
一
八
号
線
か
ら
県
道
一
二
九

号
線
に
入
り
、
郷
道
（
産
業
道
路
）
を
抜
け

れ
ば
三
号
線
に
近
道
で
き
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
確
か
に
地
図
上
で
は
そ
の
方
が
大
分

近
く
見
え
る
が
、
こ
の
判
断
は
裏
目
に
出
た
。

こ
の
郷
道
は
地
図
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
曲

折
や
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
く
て
思
っ
た
よ
り

距
離
が
あ
る
し
、
お
ま
け
に
途
中
か
ら
は
土

石
流
災
害
で
も
あ
っ
た
の
か
、
道
路
が
ほ
と

ん
ど
寸
断
さ
れ
、
お
よ
そ
二
輪
車
で
通
れ
る

道
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
す
れ
違
う
の
は

復
旧
の
た
め
の
作
業
車
や
ダ
ン
プ
カ
ー
だ
け

で
、
こ
れ
な
ら
い
っ
そ
一
般
車
通
行
止
に
し

て
お
い
て
ほ
し
い
く
ら
い
だ
。
そ
れ
と
も
僕

が
、
何
か
の
表
示
を
見
落
と
し
た
の
だ
ろ
う

か
？　

せ
め
て
も
の
収
穫
は
、
途
中
で
山
美

ツォウ族の特色ある涼亭建築
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ら
い
は
「
観
光
」
し
て
み
よ
う
と
、
両
都
市
の
主
な
見
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　

台
南
：
億
載
金
城
、
安
平
古
堡
（
ぜ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
）、
台
南
運
河

　

高
雄
：
左
營
蓮
池
潭
、
旗
津
半
島

　

午
前
一
〇
時
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
に
リ
ュ
ッ
ク
を
預
か
っ
て
も
ら
い
、
出
発
す
る
。
入
場
料
を
払
っ

て
中
を
見
物
す
る
よ
う
な
施
設
で
は
、
重
た
い
リ
ュ
ッ
ク
が
じ
ゃ
ま
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
た
。

結
構
貴
重
品
も
入
っ
て
い
る
か
ら
、
バ
イ
ク
の
荷
台
に
残
し
て
も
行
け
な
い
か
ら
だ
。

　

ま
ず
は
億
載
金
城
。
英
語
でEvergold Castle

と
表
示
が
あ
る
。
清
時
代
に
日
本
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め

に
建
て
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
式
要
塞
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
早
い
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
式
要
塞
で
あ
る
函
館
五
稜

郭
と
構
造
が
よ
く
似
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
正
方
形
だ
か
ら
い
わ
ば
「
四
稜
郭
」
か
。「
城
」
と
い
っ
て
も

い
ま
で
は
城
壁
だ
け
で
、
そ
の
上
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
な
が
ら
見
て
回
る
も
の
ら
し
い
。
高
校
生
く
ら
い
の
若

い
カ
ッ
プ
ル
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
あ
げ
て
感
謝
さ
れ
た
の
で
、
朝
か
ら
ち
ょ
っ
と
よ
い
気
分
に
な
れ

た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
つ
ぎ
に
訪
れ
た
の
は
安
平
古
堡
（
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
）。
こ
ち
ら
は
一
七
世
紀
の

オ
ラ
ン
ダ
式
要
塞
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
が
築
い
た
城
の
中
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
追
い
払
っ
た
「
民
族
の

英
雄
」
鄭
成
功
の
銅
像
を
見
る
の
は
ち
ょ
っ
と
奇
妙
だ
。
そ
の
辺
の
カ
ッ
プ
ル
に
声
を
か
け
て
、
そ
の
前

で
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う
。
中
年
以
上
な
ら
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
鄭
成
功
は
長
崎
の
平
戸
で
生
ま
れ

た
漢
日
の
ハ
ー
フ
で
あ
り
、
近
松
の
浄
瑠
璃
『
国
姓
爺
合
戦
』
の
モ
デ
ル
だ
。

の
親
切
さ
に
は
、
こ
の
旅
で
何
度
救
わ
れ
た
だ
ろ
う
。
僕
の
子
供
の
頃
に
は
、
日
本
に
も
こ
う
し
た
善
良

な
人
々
が
た
く
さ
ん
い
た
の
だ
が
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　

こ
の
二
度
目
の
オ
イ
ル
交
換
で
よ
う
や
く
納
得
し
た
。
日
本
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
「
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
給
油
か
ら
修
理
、
車
検
ま
で
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
対
し
、
台
湾

の
加
油
站
は
原
則
と
し
て
給
油
だ
け
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
大
都
会
近
郊
を
除
け
ば
、
一
〇
〇
〇
キ
ロ
に
一

度
必
要
な
オ
イ
ル
交
換
さ
え
町
の
バ
イ
ク
屋
の
管
轄
ら
し
い
の
だ
。

　

午
後
五
時
、
玉
井
で
三
号
線
か
ら
二
〇
号
線
に
入
り
、
後
は
一
路
台
南
へ
。
す
ぐ
に
「
台
南
ま
で
三
六

キ
ロ
」
の
里
程
標
が
出
た
が
、
例
に
よ
っ
て
こ
れ
は
台
南
市
の
境
界
ま
で
の
距
離
だ
か
ら
、
実
際
は
一
〇

キ
ロ
く
ら
い
多
め
に
見
て
お
け
ば
い
い
。
と
も
あ
れ
、
燃
料
も
オ
イ
ル
も
も
は
や
心
配
不
要
だ
か
ら
、
焦

る
こ
と
は
な
い
。
折
し
も
熱
帯
の
（
今
日
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で
、
北
回
帰
線
を
北
か
ら
南
へ
越
え
て
来
た
の

だ
）
大
き
な
太
陽
が
日
が
沈
み
か
け
て
い
る
が
、『
走
れ
メ
ロ
ス
』
は
止
そ
う
。

　

こ
の
日
の
走
行
距
離
は
三
四
四
キ
ロ
。

■
台
湾
環
島
ツ
ー
リ
ン
グ
も
最
終
日
（
二
月
一
八
日
）

　

い
や
、
も
う
「
冒
険
」
そ
の
も
の
は
昨
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
は
台
南
か
ら

高
雄
ま
で
の
約
五
〇
キ
ロ
を
走
れ
ば
い
い
、い
わ
ば
消
化
試
合
な
の
だ
か
ら
。
早
出
の
必
要
も
な
い
か
ら
、

一
階
の
喫
茶
店
で
朝
食
を
取
っ
た
後
、
部
屋
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
予
定
を
立
て
る
。
せ
め
て
今
日
一
日
く
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と
嘘
を
つ
く
し
、
さ
ら
に
は
、

「
こ
の
バ
イ
ク
は
ど
う
や
っ
て
手
に
入
れ
た
？
」

　

と
ま
る
で
泥
棒
扱
い
な
の
で
、
せ
っ
か
く
の
旅
情
を
ぶ
ち
こ
わ
し
に
さ
れ
た
僕
は
、
ふ
て
く
さ
れ
た
顔

を
し
て
い
た
。
台
湾
の
警
官
に
英
語
が
通
じ
な
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
台
湾
高
鐵
の
従
業
員
は
お
ろ
か
、

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
に
さ
え
及
ば
な
い
。
そ
も
そ
も
僕
の
容
疑
は
何
だ
、と
強
い
口
調
で
抗
議
す
る
と
、

も
う
一
人
の
若
い
警
官
が
今
通
っ
て
き
た
信
号
を
指
さ
し
、
こ
れ
だ
け
は
や
け
に
は
っ
き
り
と
「
レ
ッ
ド

シ
グ
ナ
ル
」
と
言
っ
た
。
知
ら
ず
に
信
号
無
視
を
し
て
い
た
の
だ
。

「
そ
り
ゃ
ま
た
失
礼
し
ま
し
た
」

　

風
の
こ
と
を
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
英
語
で
言
い
、
よ
う
や
く
そ
の
場
は
無
罪
放
免
に
な
っ
た
。
教
訓―

―

ふ
て
く
さ
れ
る
の
は
、
話
が
見
え
て
か
ら
に
し
よ
う
。

　

と
う
と
う
高
雄
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
僕
は
こ
の
旅
を
終
わ
り
た
く
な
い
一
心
で
、
旗
津
フ
ェ
リ
ー
で

西
岸
沖
の
旗
津
半
島
に
渡
っ
て
み
る
。「
半
島
」
と
は
昔
の
名
で
、
現
在
は
根
を
切
り
離
さ
れ
て
、
長
さ

数
キ
ロ
の
細
長
い
島
に
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
ク
な
ら
、
北
端
は
フ
ェ
リ
ー
で
、
南
端
は
海
底
ト
ン
ネ
ル
で

高
雄
と
行
き
来
で
き
る
。
フ
ェ
リ
ー
の
所
要
時
間
は
一
〇
分
、機
車
と
騎
士
と
で
わ
ず
か
三
五
元
で
あ
る
。

　

観
光
客
で
賑
わ
う
島
を
、
南
に
向
け
て
そ
ぞ
ろ
走
る
。
そ
ん
な
言
葉
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
ま
さ
に
そ
ん

な
気
分
だ
。
南
端
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
し
ば
ら
く
は
し
る
と
、
一
週
間
前
に
出
発
し
た
高
雄
中
山

路
に
出
た
。

　

ホ
テ
ル
に
荷
物
を
取
り
に
戻
る
道
筋
は
、
台
南
最
古
の
運
河
の
ほ
と
り
を
通
る
。
こ
こ
か
ら
台
南
が
、

い
や
台
湾
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
大
げ
さ
で
は
な
い
。
こ
の
運
河
は
ま
さ
に
台
湾
開
発
が
着
手
さ
れ
た

場
所
で
あ
り
、「
台
湾
」
の
語
源
は
「
台
南
」
な
の
だ
か
ら
。

　

い
よ
い
よ
旅
の
終
わ
り
、
高
雄
へ
と
走
る
。
車
の
多
い
一
号
線
よ
り
、
海
沿
い
の
一
七
号
線
の
方
が
快

適
だ
ろ
う
。
最
後
の
旅
路
で
あ
る
五
〇
キ
ロ
を
、
噛
み
し
め
る
よ
う
に
、
い
つ
く
し
む
よ
う
に
走
る
。

　

台
湾
高
鐵
左
營
站
の
付
近
で
、
蓮
池
潭
竜
虎
塔
を
見
に
立
ち
寄
る
。
池
の
中
に
建
つ
二
つ
の
七
層
の
塔

を
、
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
巨
大
な
龍
と
虎
が
つ
な
ぐ
と
い
う
、
大
胆
な
意
匠
の
建
物
で
あ
る
。
実
は
僕
の

次
回
作
『
台
湾
カ
フ
カ
』
の
中
で
、
脇
役
の
ヤ
ク
ザ
者
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
設
定
な
の
だ
が
、

実
際
に
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
、
一
度
現
物
を
見
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。
内
部
を
歩
き
回
っ
て
ざ
っ
と
測

量
す
る
と
、
ま
あ
二
〇
人
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か
住
め
そ
う
だ
。
た
だ
、
塔
の
六
層
や
最
上
層
に
な
る
と
、

ほ
と
ん
ど
螺
旋
階
段
に
占
め
ら
れ
、
人
の
居
場
所
な
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
が
。

　

左
營
は
も
う
高
雄
市
内
で
あ
る
。
帰
り
道
、
せ
っ
か
く
最
後
の
旅
路
を
楽
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
前
を

走
っ
て
い
た
小
僧
バ
イ
ク
と
と
も
に
二
人
組
の
警
官
に
止
め
ら
れ
る
。
国
道
沿
い
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
三

脚
を
立
て
、
証
拠
撮
り
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
と
は
い
え
（
今
日
は
）
速
度
制
限
も
守
っ
て
い
る
し
、
つ

か
ま
る
覚
え
な
ど
な
い
。
日
本
か
ら
も
っ
て
き
た
免
許
証
の
翻
訳
（
は
じ
め
て
役
に
立
っ
た
）
を
出
し
た

が
、
中
年
太
り
の
警
官
は
不
服
顔
で
、

「
こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
で
こ
の
バ
イ
ク
は
運
転
で
き
な
い
」
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Column ●檳榔をたしなむ
　さて宿題だ。環島ツーリングも無事終わったので、買ってきた檳榔を噛んでみ

ることにする。別に無理をして噛まなくてもいいのだが、それではやはり、檳榔

西施が目当てだったのかと誤解されそうだから、無理をしてでも噛む。

　大人の玩具にしか見えない

パッケージには「十八歳以下請

勿購買」の他「行政院衛生署警告：

吃檳榔會引起咀嚼効能障礙及口

腔癌」　などとぶっそうな警告文

が……。「咀嚼効能障礙」とは、

常習的に噛み続けると歯が傷み、

時に割れたりすることを指すよ

うだ。僕はこれが最初で最後だ

から、きっと大丈夫だろう。

　箱の中から檳榔の実が十五個。実に切れ込みを入れて紅灰を詰めてある。キン

マの葉でくるんだり、キンマの実のスライスしたものは入っていないから、きっ

と「紅灰」という種類だろう。他にも、白灰（石灰）を塗ったキンマの葉で実を

包んだ「包葉」または「白灰」とか、紅灰を塗った葉で二つの実を包んだ「双子星」

とか、さまざまなバリエーションがある。

　恐る恐る、だが密かな期待を込めて噛んでみるが、果実の風味などはまるでな

く、水煮したドングリでも噛んでいるような堅い繊維質を感じる。紅灰はいがらっ

ぽいだけ。三分ほどくちゃくちゃやって、あごがくたびれたから吐き出す。

　じっと自分の身に起こることを観察してみたが、身体がかっかと燃えるとか、

覚醒作用とか、回春作用とか、一般に言われている効能はどれも感じず、口の中

が真っ赤にもならなかった。もちろん禁断症状もなく、肩すかしを食った気分だ。

タバコと同様、どうやら檳榔と僕は相性がよくないようだから、楽しむのは檳榔

西施だけにしておこうと思う。

　

洪
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
歩
道
に
バ
イ

ク
を
停
め
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
会
社
帰
り

の
夫
妻
が
二
人
乗
り
バ
イ
ク
で
戻
っ
て
き
た

の
で
、
家
に
荷
物
を
置
い
て
バ
イ
ク
を
返
し

に
い
く
。
初
日
の
ど
し
ゃ
降
り
で
車
体
が
泥

だ
ら
け
の
ま
ま
だ
か
ら
気
が
引
け
た
が
、
要

求
通
り
に
き
ち
ん
と
二
度
オ
イ
ル
交
換
を
し

た
こ
と
を
筆
談
と
デ
ジ
カ
メ
写
真
で
説
明
す

る
と
、
没
問
題
で
返
却
で
き
た
。

　

一
週
間
の
冒
険
を
共
に
し
たKYM

CO

と
も

こ
れ
で
お
別
れ
。
一
週
間
で
な
ん
と
一
九
八
六

キ
ロ
も
の
旅
路
を
共
に
し
た
バ
イ
ク
は
、
も

う
自
分
の
物
の
よ
う
な
気
さ
え
す
る
。
君
は

き
び
き
び
と
走
る
働
き
者
だ
っ
た
ぞ
。
オ
イ

ル
交
換
は
ち
ょ
っ
と
面
倒
だ
っ
た
け
れ
ど
。

　

約
二
〇
〇
〇
キ
ロ
と
は
、
我
な
が
ら
よ
く

飽
き
も
せ
ず
走
っ
た
も
の
だ
。
も
っ
と
も
こ

フェリーで旗津半島に向かう機車の群
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れ
は
僕
が
途
中
で
い
ろ
い
ろ
な
寄
り
道
を
し
た
か
ら
で
、
最
初
の
計
画
通
り
、
台
湾
の
海
岸
沿
い
の
国
道

を
一
周
す
る
だ
け
な
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
と
少
し
で
済
む
だ
ろ
う
。
台
湾
が
バ
イ
ク
乗
り
の
楽
園
で
あ
る
こ

と
が
、
少
し
で
も
読
者
に
伝
わ
れ
ば
う
れ
し
い
。
台
湾
が
今
の
台
湾
で
あ
る
う
ち
に
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て

ほ
し
い
。

　

帰
り
の
機
中
、
読
み
さ
し
の
本
か
ら
目
を
上
げ
て
窓
の
外
を
見
や
る
と
、
厚
い
雲
の
隙
間
か
ら
足
摺
岬
、

室
戸
岬
な
ど
、
四
国
の
特
徴
的
な
海
岸
線
が
垣
間
見
え
た
。

「
つ
ぎ
は
お
前
と
踊
ろ
う
」

　

僕
は
眼
下
の
四
国
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
た
。
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